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文献から見た大学図書館経営論
小西 和信
1. はじめに
今日大学図書館は、大きな危機に瀕しているとされています。財政的にも、組織構成上
も、保存機能の面でも、あるいはサービスの面においても、解決しがたい課題を抱えている
というのです。こう書き始めることもこの種の文章の定番になっているようです。しかし筆
者の知る限りでは、大学図書館の危機は今に始まったことではなく、半世紀以上も前から叫
ばれ続けてきています。すなわち危機的状況は常態化しているのであって、もはや危機その
ものが大学図書館の特徴であると言っても良いくらいです。つまり、危機を内包したあるが
ままの大学図書館を検討の対象としなければならないのです。しかし、このような危機状況
の中でも困難な現実から目をそらすことなく、より良いサービスを提供しようと数多くの図
書館人が日々業務に邁進している姿には心を打たれます。本稿では、そうした方々に深く感
謝しつつ、あいにく大学図書館の困難を即決するための処方箋や今後の展望を提示すること
は適いませんが、せめて大学図書館をより深く考える契機を提供し、前を向いて歩むための
一助となることを願って、主要な「大学図書館経営論」関連文献のレビューを試み、経営論
的観点の発展に寄与したいと考えています。
筆者は、縁あって 45 年以上の長い期間を、図書館職員として、管理職として、司書養成
課程の教員として、図書館長として、大学図書館に関わってきました。時期によって関わる
度合の濃淡はありますが、メインの仕事としてきたことはたしかです。そのため一昔前にな
りますが、全国何か所かの大学図書館関係者の集まりで大学図書館経営論の必要性について
講演させていただいたことがあります 1）。だからといって斯界のプロとして有益な発言がで
きるなどとは微塵も思っておりません。むしろ長年大学図書館に関わっていたのにこのよう
な凡庸なことしか言えないのかと忸怩たる思いがありますし、そうした誹りを怖れる気持ち
もあります。顧みますと、精一杯力を尽くしたと思える部分もあるものの、あれも出来な
かった、これも不十分だったという反省の念が勝ります。長きにわたって館長の職にありな
がら、取り立てて言うほどの成果も功績もなく、その点も恥じ入るばかりです。したがって
本稿は、そうした至らぬ図書館人の述懐とするものです。
2. 大学図書館の歴史
大学の歴史は古く、13 世紀初めまでにはヨーロッパにいくつかの大学が創立されていま
した。その学寮内に学生の勉学のために設けられた施設が大学図書館の起源とされています。
図書館学者の岩猿敏生（1961-2016）は、図書館実務者として京都大学附属図書館事務部
長（初代）を務めた方でもありますが、図書館史研究の著述も多く、「大学図書館とは何か」
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（岩猿 1992）の中にも、大学図書館の歴史を概観している章があります。以下、岩猿の記述
を導きの糸として、大学図書館の経営を考える上で必要となる最小限の大学図書館の歴史を
辿りたいと思います。
最初期の大学図書館として確認されるのは、1289 年にパリ大学のソルボンヌ学寮に設置
された図書館（50 年後の統計では蔵書が 1722 冊）です。誕生したものの大学図書館はそ
の後数百年にわって、それほどの発展は見せなかったようで、この間の停滞期について、岩
猿は「大学じたいが停滞していたとき、ひとり大学図書館だけが発展することはありえな
い」（岩猿 1992, p19）と断じている点が大学と図書館の関係を浮き彫りにしていて印象深
いものがあります。
17 世紀に入って、オックスフォード大学ボドレイ図書館や先のソルボンヌ図書館などが
活発な活動を始めています。やがて、1737 年に誕生したゲッチンゲン大学図書館のように、
毎日開館し、図書の貸出（2 週間）を行うところも出てきました。この図書館は、他の大学
の 10 倍の図書費を遣い、蔵書量も群を抜いており、収書方針の確立、継続図書費の確保な
ど「大学の研究教育の基盤としての図書館整備」を行いました。この大学図書館の実践は、
ゲッチンゲン大学図書館の成立事情を詳細に論じた津田純子によると、「18 世紀末から 19
世紀後半にいたるまで、「すべての大学図書館の規範」あるいは「公共図書館の規範」と評
価されて、近代の図書館制度に大きな影響を与え、その成立基盤となった結果、現在、「近
代的な学術図書館の先駆」と見なされている」（津田 1988, p164）のです。
一方、アメリカの大学図書館は、17 世紀にはその存在が認められるものの、19 世紀後半
までは「大学図書館は一部の大学で改革の試みがなされることもあったが、多くの大学図書
館は学生の要求に応じる蔵書も備えず、開館時間も週に 1 回から数回、それも半時間から
数時間にすぎなかった」（岩猿 1992, p23）ようです。大学図書館は学生たちにとって何の
役にも立たない存在だったので、18 世紀末から学生たちの手によって、「ソーシャル・ライ
ブラリー」という一種の会員制図書館が作られたほどです。19 世紀の第 4 四半世紀になる
と、ウィンザー（Justin Windsor, 1831-1897）がハーバード大学図書館の館長に就任し、
同時期に、「十進分類法」を考案したメルヴィル・デューイ（Melvil Dewey, 1851-1931）
がコロンビア大学図書館長になり、それぞれが大胆に大学図書館改革に着手します。この二
つの大学の改革内容は、①開館時間の延長、②貸出方法の改善、③指定図書制度、④開架
制、⑤カード目録の採用、⑥図書館利用法の講義、⑦レファレンス・サービスの開始など
で、いずれも今日の大学図書館に直接つながるものばかりで、以降、アメリカの大学図書館
は、世界の大学図書館のスタンダードとなってゆくのです。
日本の大学図書館は、1877（明治 10）年に東京開成学校と東京医学校の統合によって創
設された帝国大学（東京大学）に、独立の建物として設置された図書館（蔵書は医学書を除
き約 5 万 4 千冊）が最初とされます。当時すでに設立されていた国立図書館の前身である
湯島の書籍館（しょじゃくかん）や公共図書館の始まりとされる集書院（京都府立図書館の
前身）などの図書館がありましたが、「図書館」という呼称を最初に用いたのも帝国大学と
いうことになっています（正確には、前年の「東京開成学校一覧」に「図書室」という記載
があるそうです）。のちに大学になる前身組織を含めて考えますと、図書館的施設が設置さ
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れていた事例は、それより遡ります。例えば 1855 年に開塾していた慶應義塾は、1867 年
に芝の塾舎にあった講堂に図書を備え付けていました。1871 年三田に移転した時点では図
書館規則も整備されていたそうです。また、1639 年に西本願寺に設置された「学寮」の貴
重な蔵書は現龍谷大学大宮図書館に引き継がれていますが、ここまで日本の大学図書館の淵
源を遡るのには無理がありそうです。
奥泉和久編著『近代日本公共図書館年表』（奥泉 2009）によると、1874 年に東京開成学
校の校舎改築の際に書籍縦覧室が置かれたとあり、同年東京外国語学校（一橋大学）に 7
千冊の蔵書を有し、1879 年には利用上の手続きや図書教員・書記取締の任命を定めた規則
を制定しています。1876 年にクラーク博士（William S. Clark, 1826-1886）が着任した札
幌農学校（北海道大学）では、彼の意見を反映した図書室が建てられています（菅原
1991）。同じ年に同志社英学校（同志社大学）の新築校舎の一部に図書室が設けられます。
1880 年代に入ると、東京職工学校（東京工業大学）、東京専門学校（早稲田大学）、英吉利
法律学校（中央大学）等に相次いで図書施設が設置されていきました。
1886 年に「帝国大学令」が発令され、帝国大学は東京帝国大学に名称変更され、新た図
書館規則も制定されます。当時の大学図書館の位置づけは、この「大学令」に定められた大
学の設置目的「国家ノ須要ニ応スル学術技芸ヲ教授シ（略）」にすべて由来すると考えられ
ています。1897 年には京都帝国大学の創設のあわせて図書館が設置され、附属図書館とい
う名称が用いられます。最初の附属図書館長は、官制の「教授助教授ヨリ文部大臣之ヲ補
ス」の規定により、東京大学は助教授の和田萬吉を、京都大学も助教授の島文次郎を任命し
ます。和田は、司書官（事務官）からの昇任でしたが、国文学者・図書館学者・書誌学者
で、関東大震災の年まで 27 年間館長に職にありました。島も 28 歳の若き英文学者で、初
代館長として図書館人として多くの功績を挙げております。特筆すべきは、二人とも専任館
長だったことです。その後、官制の変更などにより国立大学の館長は、教授兼任館長制に移
行していきます。
私立大学の図書館が本格的に整備されるのは、1903 年の「専門学校令」によって、大学
と改称されてからで、1918 年の「大学令」で正式の大学に昇格し、図書館も発展しだした
とされています。とはいえ、図書館は書籍の保存が目的で、利用面のことはほとんど考慮さ
れていなかったようです。このような戦前の大学図書館の発展を阻害したのは、1923 年の
関東大震災と第二次大戦末期の空襲など戦争による被害です。しかし、「これらの災害は物
理的なものであったが、図書館の発展を精神的に阻害したのは、とくに 1930 年代から敗戦
に至るまでの凶暴な超国家主義、軍国主義の嵐であった。言論、思想の自由の圧殺は、大学
の教育、研究はもとより、大学図書館の息の根を止めてしまったのである」（岩猿 1992, 
p30）とする著者の指摘に筆者も同意するものです。
戦後は、1947 年の「教育基本法」の精神に則って「学校教育法」が公布され、大学はこ
の法令の下に置かれるようになりました。「帝国大学令」を廃止して 1949 年に制定された
「国立学校設置法」、「同施行令」、「同施行細則」の法令の定めるところに従うことになるの
です。戦前と違い、大学の自主性が尊重され、1948 年に発足した大学設置基準協会の制定
する基準に基づき運営されることになります。1952 年に「大学設置基準」が発表され、国
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公私のすべての大学に適用されました。しかし、これらは「最低基準」であったので、大学
図書館では、国公私立の図書館協会ごとに「改善要項」が作成されていきます。最初に「国
立大学図書館改善要項」（1952 年）が、次いで「私立大学図書館改善要項」（1956 年）、「公
立大学図書館改善要項」（1961 年）が作成され、大学図書館改善の方向性が示されました。
その中で最も重視されたのは、利用サービス面の改善でしたが、戦後の財政状況はまだ改善
しておらず、その後の経済成長を待たなければなりませんでした。
高度成長期に入ると進学率も高まり、大学自体の急成長に連動し、大学図書館は施設面の
充実を含め発展期を迎えました。アメリカの大学図書館をモデルとした東京大学の岸本改革
（大学図書館近代化）などが全国に波及していきます。1980 年代後半になると、文部省が進
めた「学術情報システム構想」に基づくコンピュータ化が進められます。一方で、経済成長
は陰りを見せ始め、財政改革下で規制緩和政策が進められ、予算や定員の恒常的な削減に苦
しみ、その中で電子的情報環境に対応していくことになります。2000 年頃から電子ジャー
ナルの導入が始まり、電子情報の提供も図書館の守備範囲となり、ラーニング・コモンズな
ど学修環境の整備に取り組む今日の図書館へと突き進むことになります。また、1991 年以
降、「大学設置基準」の大綱化が進められ、自己点検評価等が推奨され、他律的な基準は廃
止の方向となります。さらに、国立大学の大学法人への移行によって、2004 年 3 月に「国
立学校設置法」自体も廃止になり、大学図書館の法的根拠は、「学校教育法施行規則」第 1
条の「学校には、その学校の目的を実現するために必要な校地、校舎、校具、運動場、図書
館又は図書室、保健室その他の設備を設けなければならない」だけになってしまいます。こ
の影響は国立大学図書館だけにとどまらず、同法に準拠していた私立大学図書館等の存立基
盤も揺るがすことになるのです。
戦後の大学図書館の流れを大きく見ると、教員研究者のためが中心で、学生へのサービス
はほとんど無視されてきたか、もしくは附属品のような扱いが長く続いたということです。
今では当たり前の学生への館外貸出も、東京大学総合図書館（中央図書館）では、1962 年
に試験的に開始され、翌年から正式に貸出が行われるようになったのです。しかも当初は貸
出期間 1 日、貸出冊数 2 冊だったそうです。学部学生への館外貸出の歴史が浅いことに驚
いた図書館学者阪田蓉子は、明治以降の大学図書館の対学生サービスがどのように変遷して
きたかを、各図書館の図書館規則、利用規則等の現資料にあたって詳細な調査報告をしてい
ます（阪田 1988-1989）。
3. 大学図書館経営論の系譜
前節で大学図書館の歴史を垣間見ましたが、大学図書館が今日の到達点に至るまでには、
まさに幾千幾万の図書館人の創意、工夫そして挑戦があったわけで、有名無名を問わず、そ
うした先人の努力研鑽に謙虚に学ぶことなくして、大学図書館が現在抱えている困難の解決
や今後の発展はないのだと思います。
図書館経営論という分野は、決して館長や一部の管理者のためにあるのではなく、図書館
で働くすべての職員あるいは図書館に関わるすべての人のためにあるのですが、近代図書館
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が登場して以来、図書館を運営管理するという意味での図書館管理論は存在したものの、非
営利組織の図書館における経営理論やマーケティング概念の適用が可能であるという主張
は、米国でも 1980 年代に入ってからで比較的新しい分野とされています。司書を養成する
ための司書課程のカリキュラム（省令科目）に「図書館経営論」が加わったのは 1996 年の
ことです。図書館現場でも財政逼迫や人員削減等の環境悪化に伴い、「経営」を意識せざる
を得ない状況が生まれていたということに対応する措置と思われます。
図書館経営については、例えばある司書課程の教科書には、「記録された知識や情報を収
集、組織、保存し、人々の要求に応じて提供する社会的機関と位置づけられる図書館は、そ
れぞれの設置者が定めた使命あるいは設置目的を掲げている。図書館経営とは、そうしたね
らいが十分に達成できるように、「組織の内部および外部に働きかける活動」である」（永田
2016, p73）という定義が示されています。他の教科書でも、図書館の重要で崇高な「使命・
目的を達成するために図書館という組織の維持・存続・発展を図る活動」（高山 2002, p1）
が「図書館経営」であるとしています。筆者自身は、組織の使命・目的を果たすために経営
資源を組み合わせて最善の工夫・努力をすることだとシンプルに受け止めていて、新しい経
営概念が登場する以前の管理運営論を含めて「図書館経営論」だと受け止めています。
さて、もしここに初めて大学図書館のことを学ぶという人、あるいは図書館の経営管理に
携わらなければならない人がいるとして、どのような人物から学べば良いか、どのような文
献を読むべきかを問われたら、適切な助言を与えることができるでしょうか？筆者の用意し
ている結論は、「歴史に学びなさい」「現場の実践に学びなさい」ということに尽きると思っ
ていますが、それでは親切な回答とは言えませんので、具体的な図書館改革や図書館経営に
関する文献の紹介を試みることでその回答としたいと思います。まだ体系的に整理できてお
らず、当然ながら筆者のバイアスを免れるものではないことをお断りしておきます。
3.1. 和田萬吉
最初に、初代東京大学附属図書館長の和田萬吉（1864-1934）2）です。和田は、帝国大学
文科大学卒業後、帝大図書館に就職し、管理田中稲城が帝国図書館長に異動した後をうけて
管理（のち館長と改称）に就任しています。勤めて 1 年しか経っておらず、苦労が絶えな
かったようです。近世文学の研究者としても有名な和田は、その学殖を生かして書誌学も究
め、解題や文庫目録などを上梓しています。図書館の仕事では、東大図書館の拡大と整備に
力を注いだほか、日本図書館協会の創設メンバーでもあり、今日まで 100 年以上続く『図
書館雑誌』の創刊と編集に尽力しました。1921 年に文部省図書館養成所が開設されるとそ
の講師を務め、洋書目録法、図書館史を講じています。文科大学の講義では図書館管理法を
担当し、その講義録が『図書館学大綱』（初出は 1922 年度講義原稿、1984 年に日本図書館
協会から刊行）としてまとめられています。本書の画期性は、日本で最初の体系的な「図書
館学」研究書であることです 3）。ちなみに「図書館学」という命名も和田によるものなので
す（弥吉 1984）。
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3.2. 姉崎正治
その和田は 1923 年、関東大震災によって東大図書館の蔵書 60 万冊が焼失したことの責
任をとって図書館長を辞任しますが、その後任に宗教学者の姉崎正治（1873-1949）が就任
します 4）。姉崎は、ロックフェラー財団から震災見舞の寄付金 400 万円を得て、新図書館建
設に当たります。どのような交渉経過を経て寄付金が東大に来たか、手戸聖伸がその経緯を
調べています（手戸 2001）。姉崎自身の回想録には、その寄付金受け取りに関して、
「……この建築について、はじめロックフェラー氏に出した手紙では二百万円は日本政
府から出る。それに四百万円を加えれば自分の考通りのものが出来るといってやった
が、政府支出の分はちっとも出来ぬ。そのうち大学の支出がさかんだが、戦争などで出
来なかったか。それにしても今日まで四百万で出来たきりで、日本政府はそれに一文も
加えずにある。この点は、寄附者に対して誠に申訳ない話である。今後大学の当事者が
多少余裕が出来たら、それを図書館に向けてほしい」（姉崎 1974）
と述べています。
姉崎は、東大図書館の復興だけでなく、日本図書館協会の活動にも尽力し、あわせて 1924
年に現在の国立大学図書館協会の前身組織となる「帝国大学附属図書館協議会」を設立し、
中央館と学部との関係、図書整理の方法、図書の寄贈交換、事務員の定員及待遇改善などの
共通する諸課題を検討したそうです（石山 2015, 「大学図書館の連帯組織」p242-252）。
3.3. 佐野友三郎
佐野友三郎（1864-1920）は、大学図書館と直接関わりはありません。秋田県立図書館と
山口県立図書館の館長を務めた生粋の「公共図書館人」です。東京帝大法科大学在学中、官
吏を志すも文科大学国文科に転学し、卒業試験の時に一外国人教師を不信任して試験をボイ
コットし退学してします。そのため不遇の青年時代を送ったようですが、秋田県知事に発令
された大学時代の友人武田千代三郎に招かれ、1900 年に秋田県立図書館長に就任します。
佐野 37 歳のときです。それから佐野が実践した図書館事業は、巡回文庫、児童図書館、夜
間開館、図書購入費の継続的確保、郷土史料の収集等今日から見ても目覚ましいものです。
武田が山口県知事に異動すると、佐野はまたもや懇請されて山口県立図書館長に就任し、こ
こでも衆目の期待に違わず驚異的な功績を挙げるのです。佐野は、アメリカの最新の図書館
事情に通じており、巡回文庫の発想にしても 1892 年のデューイの試行に暗示されたのだろ
うと言われています。佐野自身の著作は、石井敦編の『佐野友三郎』（日本図書館協会，
1981）に主要なものほとんどが収録されていますし、その本の解説として石井敦による「佐
野友三郎・人と業績」「年譜」が付いています（佐野 1981, p265-326）。「公共図書館人」で
はありますが、大学図書館においても「実践の人」佐野に学ぶことは多いと思われます。
3.4. 東京市立図書館の人々と『市立圖書館と其事業』
1882 年から 1943 年まで存在していた「東京市」は、途中経過はともかくその市域は現
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在の東京都 23 区とほぼ重なるようです。この市には、市立図書館の前史から草創期（1908-
1914）を研究対象とした吉田昭子によると、もっとも設立年の古い日比谷図書館（麹町区、
1908 年）をはじめとして、最後に開館した中和図書館（本所区、1914 年）まで 19 の東京
市立図書館が設置され、最後の図書館の開設をもって東京市の図書館網が完成したとされま
す（吉田 2013）。戦前の図書館といえば閲覧料徴収、貸出不可、閉架式という暗いイメージ
を連想しがちですが、今澤慈海（1883-1968）、秋岡悟郎（1895-1982）、竹内善作（1885-
1950）、中田邦造（1897-1956）、清水正三（1919-1999）ら数多くの傑出した図書館員を輩
出した東京市立図書館は、図書館網が完成した 1914 年頃から解体されるに至った 1931 年
頃までを黄金期としているようです（清水 1987）。
今澤は、日比谷図書館の創設メンバーで、1915 年に館頭（館長のこと）に就任し、1931
年に退くまで、その黄金期を牽引したその人でした（石山 2015，「東京市立日比谷図書館の
創立と今沢慈海」p68-71）。秋岡も日比谷の創設時からいた図書館員で、「開架式書架」の
創案者とされる実践の人です（秋岡 1988）。竹内は、1921 年に創刊された館報『市立圖書
館と其事業』の編集を担当し、一橋図書館（現在の区立千代田図書館の前身）在任時に俳人
山頭火の採用にも関与しています（東條 2009）。この館報は通常想定されるようなパンフ
レット的なものではなく、当時の『図書館雑誌』を対抗馬と意識し、その水準に匹敵するも
のだったようで、奥泉和久による研究があります（奥泉 2000）。中田は、黄金期に勤めてい
たわけではありませんが、京都帝大の哲学科を出た後、石川県に奉職し石川県立図書館長も
務め、1940 年に東京帝大附属図書館の司書官に異動し、1944 年に日比谷図書館の館長に
なっています。これは、戦禍から貴重な書籍を救うため、先の秋岡が画策した人事と言われ
ております（秋岡 1988）。中田は 200 万円の予算を獲得し、井上哲次郎や諸橋徹次ら 40 数
名の著名学者の蔵書 30 万冊以上を反町弘文荘反町茂雄の助けを借りて買い上げ、すべて人
力で信州に疎開させます 5）。文化保存のための決死の行動は、金髙謙二がドキュメンタリー
映画『疎開した 40 万冊の図書』（2013）と同名の図書で描いています（金髙 2013）。市立
図書館としては最後の年となる 1943 年に氷川図書館（赤坂）に就職し、深川図書館や京橋
図書館で活躍した清水は、戦後の公共図書館改革の中心人物の一人ですが、当時の証言およ
び自らの活動の軌跡を『戦争と図書館』（清水 1977）や『図書館と生きる：若い図書館員の
ために』（清水 1995）などの著書を遺しています。
3.5. 岸本英夫と大学図書館近代化
戦後の復興も一段落ついた 1960 年代に入ると、ようやく図書館にも陽が当たるように
なってきました。つくづく図書館は、大学図書館にしろ公共図書館にしろ、平和で民主的で
安定した社会の下でしか栄えることのできない存在であることを痛感します。逆に言うと、
図書館を大事にするあるいは重要視する社会は豊かで平和な望ましい社会であるということ
になります。公共図書館の改革が 1963 年の『中小都市における公共図書館の運営』（日本
図書館協会 1963）が口火だとすると、大学図書館は 1960 年 4 月に東京大学附属図書館長
に就任した岸本英夫（1903-1964）の始めた「大学図書館近代化」がその端緒と言ってよい
と思います。宗教学者として第一人者の地位にあった岸本ですが、数年来の悪性黒色腫との
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闘病中ということもあり、館長への就任を固辞されたそうです 6）。しかし、当時の茅誠司総
長から図書館改革への強い思い7）を託されて館長を引き受け、かつての留学先のハーバード
大学メトカフ（Keyes Dewitt Metcalf，1889-1983）名誉図書館長やブライアント（D.
W.Bryant）同副館長の助力を得て 8）、就任 1 年後の 1961 年に「東京大学附属図書館改善計
画案」を提起し、改革がスタートすることになります。
この改革は、改善計画案に示された通り、①全学総合目録の作成、②中央図書館、部局図
書館の調整連絡機構の設置、③指定書制度の増強、④中央図書館の改装の 4 点に尽きるの
ですが、若い図書館員の方々には、それぞれがどういう背景でどう改革しようとしたもので
あるか、時代情況の解説を要するものと思われます。しかし、岸本の当時の講演記録を収め
た記録集などを読むと、岸本の意識がダイレクトに伝わってくるように思われます。たとえ
ば、岸本は当時の大学図書館の状況をどう受け止めていたか？ 1963 年 7 月 5 日付の『朝
日新聞』への寄稿文の中で、
「日本の大学図書館は、大学の中で置き忘れられていた。日本の大学は、全体としてみ
れば、今日では、世界的水準に達しているといってよいであろう。ところが、その水準
の高い日本の大学の機構の中で、一つだけ取残されていたものがある。それが、大学図
書館である」（東京大学附属図書館 1964, 「大学図書館の近代化を～機運高めたブライア
ント氏来日」）
と記しています。
また、1961 年 10 月の文部省図書館職員研究集会（広島）では、
「近代的大学図書館の使命」とは「（1）どうすれば、よい本を、できるだけ多く備えつ
けることができるか。（2）本がどこかに購入されて置いてあるということだけではな
く、どうすれば、閲覧者が必要とする本の所在を簡単に知ることができるか。（3）ど
うすれば、閲覧者が、あまり骨を折らずに本を手にすることができるか。」（東京大学附
属図書館 1964, 「東京大学附属図書館近代化のめざすもの」）
であると、改革が目の前の具体的な課題解決のためであることをわかりやすく示していま
す。同じ講演で、
「私は、自分の立場を、閲覧者代表、普通の閲覧者とくらべれば、図書館の内容をもっ
とよく知っていて、図書館に対しても理解のある閲覧者代表であるということの中に発
見したのであります。そして、この立場を忘れずに図書館の問題を考えていくことは、
大いに意味があると思っているのであります。」（東京大学附属図書館 1964, 「大学にお
ける図書館の地位と責任」）
と改革者としての自分の立脚点を確認しています。
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岸本改革によって、東京大学図書館は確実に変わりました。今まで利用者としてほとんど
除外されていたに等しい学生に対しても配慮されるようになりはじめたのです。こうした改
革の流れは全国に波及していくことになります。すでに改革から 50 年以上経過しています
が、今なお学ぶ必要があると思います。幸い、長い間東京大学附属図書館に在職されていた
金子豊（元武庫川女子大学図書館長・琉球大学図書館事務部長）が、岸本館長とその改革の
時代の研究と資料を「大学図書館の近代化をめざして・その行方」というシリーズにまと
め、すべて自費出版で継続刊行されています。特に、岸本館長の図書館関係著作すべて（「約
30 編、うち 1 編未入手で欠落」編者はしがき）をまとめて世に問うてくださっている（岸
本 2015）ことは、この分野を研究する上で大きな福音です。岸本改革の歴史を後世に遺そ
うとする金子の熱意に心から感謝したいと思います。
3.6. 戦後の公共図書館の発展
一般には、図書館はひとつの存在で、そこに設立機関やサービス対象によって種類がある
ことすら認識されていないのに、図書館界内部では、大学図書館と公共図書館はまったく異
なる存在（別物）という意識が強く、お互いの歴史や動向に関心を持つことは少ないように
見えます。しかし当然のことですが、置かれた状況や課題は共通することも多く、それぞれ
の実践経験が互いに裨益することは言うまでもないことです。大学図書館経営論を学ぶのな
ら、公共図書館の経験にも目配りする必要があるということです。
戦後しばらく低調だった公共図書館を、今日の隆盛に導いたのは、当時図書館協会事務局
長にあって、いわゆる「中小レポート」の作成を企画し、若手の図書館員たちに指示した有
山崧（1911-1969）です。有山は日野市移った後、日野市立図書館の開設のために、「中小
レポート」の時事務局を務めた前川恒雄（1930−）を館長に迎えます。有山は市長に就任し
てからも、前川の活動をサポートし図書館発展に尽くします。新米図書館員の筆者に、「図
書館」を手ほどきしてくださった先輩から、読むべき本として教えていただいて、『有山崧
著作集』3 冊（有山 1970）を購入した日のことを鮮明に覚えています。
「中小レポート」時代の当事者たちに聞き書きを試みた『『中小都市における公共図書館の
運営』の成立とその時代』（オーラルヒストリー研究会 1998）によって、当時の図書館員た
ちがどのように改革に挑んだかを窺い知ることができます。
前川恒雄は、石川県内の公共図書館勤務を経て図書館協会事務局に勤め、日野市立図書館
長として同図書館を「日本一の図書館」にした後、1980 年「図書館設置率最下位県」だっ
た滋賀県に招かれ、県立図書館長として県の図書館改革に着手しました。ここでも大きな成
果を挙げたあと、私立大学教授として司書養成教育に携わりました。筆者が最初に読んだの
は、石井敦との共著の『図書館の発見』（石井・前川 1973）だったと思います。若い図書館
員として、図書館という仕事のかけがえのなさを知り感動しました９）。偶然とはいえ図書館
員になったことを感謝したい気持ちになったものです。その後上梓された『図書館員を志す
人へ : 前川恒雄講演録 』（前川 1985）、『われらの図書館』（前川 1987）、『移動図書館ひまわ
り号』（前川 1988）などの一連の著作は、公共図書館員の多くにとって「バイブル」視され
ていたように思います。前川の図書館界に与えた大きな影響については、古稀を記念して出
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された論文集『いま、市民の図書館は何をすべきか』（前川 2001）などからうかがうことが
できます。前川らが唱えた貸出中心主義（前川は貸出だけにシフトしたわけではありません
が）に対しては、図書館界で賛否両論がありましたが（根本 2004；田井 2005）、前川らが
主導した改革が日本の公共図書館の繁栄の基礎を築いたことは否定できない事実です。
最近の公共図書館の諸事象に対して論陣を張っているのは、岡山市立図書館で 40 年の図
書館職員の経験を持つ田井郁久雄で、この 20 年間鋭い図書館批評などを次々と発表してい
ます（田井 2008-2018）。2018 年 7 月には、前川の滋賀県立図書館における実践について、
大部な研究書にまとめています（田井 2018）。田井の視点は、大学図書館の経営を考える上
でも大いにヒントを与えてくれるものと思われます。
3.7. 岩猿敏生
岩猿敏生（1919-2016）は、2016 年 4 月 9 日に享年 97 で逝去されました。岩猿の略歴、
業績および 231 件の「著作目録」などを含む詳しい追悼記が同志社大学の中島幸子によっ
て出されています（中島 2017）。また 2018 年に入ってから、志保田務らが『日本図書館学
の奔流：岩猿敏生著作集』を岩猿の逝去を追悼して刊行しています。この本には、岩猿の代
表的論文が再掲されるとともに、図書館界に大きな功績を残した岩猿を偲んで数多くの追悼
文が寄せられています（岩猿 2018）。これらによると、1943 年に京都帝国大学哲学科を出
た後、1950 年に九州大学附属図書館の司書官として採用され、1956 年に京都大学に異動
し、1976 年関西大学教授に就任されるまでの 20 年間、附属図書館の事務長・事務部長と
して大学図書館現場で経営の先頭に立ってこられました。大学の研究者になってからは、図
書館情報学会（旧図書館学会）会長などを歴任し、日本の大学図書館界を文字通り牽引され
ました。最近、岩猿の九州大学司書官時代の活動についての研究（山中 2017）や京都大学
における「大学図書館近代化」に果たした岩猿の活動など、京都大学附属図書館事務長・事
務部長としての業績を詳細に研究した論文（山中 2018）が相次いで発表され、岩猿の大学
図書館経営に果たした足跡が明らかにされつつあります。
岩猿には、1976 年に雄山閣出版の「日本図書館学講座」（全 10 巻）の一冊として刊行さ
れた『大学図書館』という著書があります。これは岩猿自身が「……大学図書館を総体とし
てとらえる、大学図書館に関する書物は、日本ではまだ書かれていない」（岩猿 1976，p5）
と書いているように、全編大学図書館（つまり経営論）について書かれた最初の本と言える
でしょう。筆者は、国立大学附属図書館に移り 2 年目の駆け出しでしたので、当時本書を
手にしていたことは記憶しているのですが、その内容を理解し、わがものにできたとは到底
思われません。今読み直してみますと、岩猿は大学図書館の置かれている状況を熟知したう
えで、経営に必要な要諦を余すところなく書いているのですが、当時の筆者はまったく未熟
で、その価値を受け止めることはできなかったようです。
岩猿はその後 1992 年に、図書館がコンピュータ化され始めた 1990 年時点での大学図書
館の諸問題を論じた『大学図書館の管理と運営』を、同志社大学教授（当時）の大城善生と
東大附属図書館事務部長（当時）の浅野次郎を共著者に迎えて刊行しています（岩猿・大
城・浅野 1992）。章立ては、「引用・参考文献」に付しましたが、今なお大学図書館経営論
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の必読書の一冊になっています。
3.8. 学術情報システム構想以降～雨森弘行・永田治樹
1980 年 1 月に文部省学術審議会の答申『今後における学術情報システムの在り方につい
て』が出され、学術情報流通の基盤を変革する「学術情報システム構想」が始動しました。
このことで日本の大学図書館は、国公私を問わずこの大きな潮流の影響下に置かれることに
なりました。変革期の図書館経営に関して、筆者の身近な人たちですが、元お茶の水大学参
与・東京大学附属図書館事務部長の雨森弘行と筑波大学名誉教授の永田治樹の二人をとりあ
げます。
雨森弘行は、弘前大学医学部図書館で図書館人生をスタートさせ、1966 年に東京教育大
学（現筑波大学）附属図書館に異動し、翌年、1965 年に創設されたばかりの文部省情報図
書館課に出向し、その後 1970 年に転任し、遠山課長（のちの文部科学大臣）らのもとで大
学図書館行政の中枢で活躍します。その後複数の国立大学附属図書館、文部省学術情報セン
ター等で管理職を歴任したあと、1993 年から 4 年間三重県立図書館長を務め、同図書館の
改革に着手します。再び文部省に戻ってからは東京大学附属図書館事務部長として、国立大
学図書館協議会の事務局長として大学図書館改革や協議会活動の強化に尽力しました。驚く
べきことは、「大学図書館実態調査（現学術情報基盤実態調査）の実施」、「大学図書館への
コンピュータ導入経費」、「大学図書館職員の海外研修」、「レファレンス要員の配置」、「図書
館情報大学の設置」、「学生図書購入費」、「特別図書購入費」、「図書館経費の増額」、「情報図
書館学研究センターの設置」、「学術情報システム構想の原案作成」、「文献複写料金の一括精
算制度（国立大学間）」、「大学図書館研究集会の開始」、「図書館相互利用制度」、「大学図書
館の公開」等、これらの施策の企画、原案作成、予算獲得等のすべてに雨森は関与している
のです（雨森 2003）。もちろん、それぞれが効力を発揮し普及していくにあたっては、多く
の協力者、同伴者がいたことでしょう。しかし、雨森がその中心にいなければスムーズに成
就しなかったことは疑いようがありません。雨森がこれらの成果をどのようにして挙げるこ
とができたか、三重県内の図書館ネットワークを作り上げた際の経験を題材として、計画策
定から実現までの「方略」を明らかにしています（雨森 2003）。これは経営論にも役立つき
わめて実践的なアドバイスですが、部下として雨森の仕事の進め方を拝見していた筆者に
は、加えて「粘り強さ」が何よりも必要な成功の要素だったのではないかと思っています。
永田治樹（1944−, 筑波大学名誉教授）は、名古屋大学、国文学研究資料館、東京大学、
金沢大学、北海道大学の図書館等での実務経験及び管理職を経た後、1994 年以降は図書館
情報大学、筑波大学、立教大学で図書館情報学の研究教育に従事されてきました。多数の論
文がありますが、大学図書館経営論に関わるものとしては、1997 年に刊行された『学術情
報と図書館』（永田 1997）が挙げられると思います。この中では 1991 年の「大学設置基準」
改正以降の大学図書館経営について、組織や人事面、予算面から分析、検討を加えていま
す。また、2008 年の論文「図書館経営とエビデンス」（永田 2008）や 2012 年の「図書館
は大学にどの程度の効果をもたらしているか」（永田 2012）のように、最新の海外事情を踏
まえた新たな視点を日本の図書館界にもたらしている点が永田の特徴で、常にパイロット的
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な役割を果たしています。大学図書館に限定されるものではありませんが、永田の図書館経
営に関する理論のエッセンスは、教科書（永田 2016）にまとめられていると思います。
3.9. 単行本で出された大学図書館経営論
岩猿は 1976 年時点で、大学図書館を全体的に扱った書物が少ないと言いましたが、40
年経過した現在では、何冊かの大学図書館論もしくは経営論を手にすることができます。
勁草書房の「図書館・情報学シリーズ」の一冊として 1985 年に出された高鳥正夫（1922-
1999）の『大学図書館の運営』（高鳥 1985）があります。高鳥は、慶應義塾大学の図書館・
情報学科で長い間大学図書館についての講義を持ち、慶應義塾図書館長の職に 13 年間就い
ていた経験から本書の執筆を決意されたとのことで、大学図書館経営に関わるすべての領域
についてバランスよく記述されています。通常の司書課程科目では「大学図書館経営論」は
ありませんが、岩猿の『大学図書館』同様、教科書としてまとめられたものと思われます。
一人の著者によるものではありませんが、2005 年に出された逸村裕（1957−, 現筑波大学
教授）と竹内比呂也（1961−, 現中央大学教授）の編著による『変わりゆく大学図書館』は、
大学図書館が当面している 16 個の課題のそれぞれに適任の執筆者をあて、図書館経営に携
わる者に最新の知識と対応策を提示したものです。情報リテラシー教育、機関リポジトリ、
電子ジャーナル、アウトソーシング等、この本が出た当時の大学図書館関係者なら誰もが関
心を寄せるテーマについてのガイドブック的な役割を果たしたと思います。
慶應義塾大学三田メディアセンターの事務長をされたことのある加藤好郎の『大学図書館
経営論』（加藤 2012）は、現場経験を活かした上で民間企業の経営や地方自治体の行政改
革、海外図書館の事例を踏まえた新しい大学図書館経営論を提起しています。
国立国会図書館職員から出向して千代田区立図書館長に就任し、全国に先駆けて指定管理
者制度を導入した柳与志夫（1954−）には、従来の図書館経営論の見直しを迫る「知識の運
用・管理のための経営論」を提起した『知識の経営と図書館』（柳 2009）と前著の深化を図
り新たな図書館経営論の確立を目指した論集『文化情報資源と図書館経営：新たな政策論を
めざして』（柳 2015）があります。
大学図書館とはどういうシステムだったかを歴史的に検討するとして新しい大学図書館経
営論を模索する研究者が現れました。河村俊太郎（1982−, 現愛知淑徳大学）は、「……大学
図書館の原点に返り、特に一九〇〇年頃から一九四一年までの東京帝国大学図書館につい
て、大学教員にとって知識の基盤として図書館が持っていた役割を解明し、現在の大学図書
館の原型を導き出すことを目的」（河村 2016, p291）として『東京帝国大学図書館：図書館
システムと蔵書・部局・教員』 を執筆、刊行しました。出版当初、図書館史の本と思って
いましたが、読んでみて経営論の本と認識しました。これからの大学図書館経営を考えてい
くには、著者の主張するように図書館の歴史を振り返る必要があることを再確認しました。
各論としては、現役の大学図書館員の利根川樹美子が博士論文として提出した『大学図書
館専門職員の歴史：戦後日本で設置・教育を妨げた要因とは』（利根川 2016）や日本経済史
家の神立春樹（岡山大学名誉教授）による『大学図書館図書資料論』（神立 1996）、『大学図
書館の在り方をめぐって』（神立 2005）などがあります。なお、神立も大学図書館長の経験
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がありますが、館長の手記も数多く発表されています。福岡女子大学の図書館長に就任した
国文学者の田坂憲二は『大学図書館の挑戦』（田坂 2006）を刊行し、「新米館長」の小さな
図書館での奮闘ぶりを描いています。たいていの図書館長は、就任時には図書館に対する予
備知識も乏しく、何よりも世間の常識と大きく異なる図書館という世界に戸惑いを覚えるよ
うです。しかし、経験年数を経るにしたがって置かれた状況にも通じ、専門研究者としての
自負も取り戻し、それまで図書館界と縁がなかったからこそ「図書館の常識」に捉われるこ
ともなく、大胆で新鮮な改革を提案できる場合もあるように思います。そうした経営改革の
試みは、専門の図書館関係雑誌に投稿されることもありますが、「図書館報」などの図書館
出版物に掲載されることが多く、これらもチェックする必要があるでしょう。
3.10. ランガナタン・ア カー トー・ブレイビク・アンニョリ・ポールフリー 	
邦訳された外国文献の幾つかを挙げてみます。必ずしも大学図書館に限定されるものでは
ありません。特に初めの二冊は、筆者自身が図書館人生の中でもっとも啓発を受けた書物と
位置付けているものです。
一冊目は、インドの図書館学者ランガナタン（S.R.Ranganathan，1892-1972）の『図書
館学の五法則』（ランガナタン 1981）です。原著の初版は 1931 年刊で、上記は原著第 2 版、
1957 年刊の全訳です。五法則自体も、初版と第 2 版では、第 2 法則と第 3 法則に異同があ
ります（草地 1998）。本書はあまりにも有名で、図書館学を正式に学んでいなかった筆者で
も、若いころから著者の名前と五法則に聞き覚えがありました。しかし、司書講習や司書課
程等で正式に教わっている図書館員たちは、ランガナタンの名が出ると皆敬虔な素振りをみ
せ、しかも熱く語り合うのを見て、正直疎外感を味わったことがありました。翻訳書を読
み、多少の知識を持つようになったのはずっと後年のことで、何故もっと早くに知っておか
なかったのか悔やまれました。
「図書は利用するためのものである」や「いずれの読者にもすべて、その人の図書」など
の第 1、第 2 法則の真意（当時のインド及び世界の図書館観に対するアンチテーゼであった
ことなど）を知るまでは、なぜこのような当たり前の言葉を図書館員の方々は有難がってい
るのだろうと訝しく思っていたのですから、恥じ入るばかりです 10）。森耕一監訳の本書を
読めばランガナタンの五法則の全貌が分かるのですが、400 頁以上の大冊で今では簡単に入
手できなくなっていますので、ランガナタンに傾倒する図書館学者竹内悊の要約と解説書
『図書館の歩む道：ランガナタン博士の『五法則』から学んだこと』（竹内 2010）が入門に
は適切と思われます。数学を学びカレッジの教職に就いていたランガナタンですが、1923
年に恩師の勧めでマドラス大学図書館長ポストに応募し、900 人の応募者から選ばれ合格
し、翌 24 年 31 歳の若さで館長職に就きます。半年後、ロンドン大学図書館学部に留学し、
英国の公立図書館で実習する一方、6 か月間で 100 の公共図書館を見学。1925 年夏にマド
ラス大学に復職し、大学図書館改革に着手し、「インドで最も優れた大学図書館」に育て上
げます。そうした図書館改革の経験から、まるで数学の定理のような「五法則」を導き出
し、1931 年に『図書館学の五法則』初版を世に問うのです。
ランガナタンは、1972 年 80 歳で逝去するまで、一日も休むことなく 12 時間から 14 時
30
間勉強し続けて、50 冊の著作物、2000 本の論文、膨大な政府報告書等を著述したそうです。
遅ればせながら心酔者の列に加わることになりました。何故、図書館員はランガナタンに心
酔するのか？それだけ素晴らしい実践をし、簡潔で汲めども尽きない図書館理論を打ち立て
たからということになるでしょうか。今から 90 年も前のインドに、図書館のすべての問題
を解いた人が存在したのです。筆者はまだまだ未熟な読者の一人ですが、今では図書館問題
のすべての解はランガナタンにあると信じるに至っています。
次に挙げる二冊目は、英国ボストン・スパにある NLL（国立科学技術貸出し図書館）の
創始者アーカート（Donald Urquhart）の『図書館業務の基本原則』です（アーカート
1985）。NLL というのは、現在は英国国立図書館機構に編入された BLDSC（英国図書館文
献提供センター）の前身にあたる機関です。本書は、そこの初代館長を務めた科学者アーカー
ト博士が NLL の実践の中で培った経営信条を 18 原則にまとめたものです。この本の翻訳は、
図書館経営論の研究者高山正也（前国立公文書館館長）によるもので、1985 年に刊行され
ています。原著は 1981 年刊で、ランガナタンの初版から 50 年目で出版されています。筆
者は当時、北海道大学附属図書館に勤めていて、図書館システムの開発グループの一員でし
た。仕事では厳しい上司の山田常雄（1941-1988）課長がにこにこしながら、良い本だから
読んでみなさいと薦めてくれたのが本書です。山田課長は、ミルズの『現代図書館分類法概
論』（1982 年刊）の翻訳があるなど学殖豊かな方で、筆者たちに数々の薫陶を与えてくださっ
たのですが、そのわずか 3 年後に病に斃れました。この人がもう少し図書館界をリードし
てくださっていれば、日本の大学図書館は確実に変わっていたのではないかと惜しまれます。
アーカートの示した原則は、「図書館は利用者のためのものである」（第 1 原則）、「需要は
供給を創る」（第 3 原則）、「完全を求めて時機を失してはいけない」（第 10 原則）など、そ
れまでの筆者の考え方を根本から変革する力を持っていて、その後文部省学術情報センター
や国立情報学研究所などで仕事をしていく中で、まさに実践の「指針」として座右に置くこ
とになりました。筆者には、本書を薦めてくださった故山田課長の肉声のように響くのです。
ブレイビク（Patricia Senn Breivik）とギー（E.Gordon Gee, 1944−）の『情報を使う力』
（ブレイビク 1995）は、原著が 1989 年刊で、翻訳が 1995 年に出ています。著者のブレイ
ビクは、大学図書館長、図書館学教授を経て、本書執筆時点では州立大学副学長補佐（情報
資源担当）にあり、一方のギーは、コロラド大学総長を 4 年間勤めた後、オハイオ州立大学
学長にありました。本書は、高等教育の諸問題の解決に当たって「図書館」が巨大な潜在能
力を持っているにもかかわらず、大学はそれに気づかないでいることを憂い「情報化時代の
質の高い教育をめざす学長と図書館長の協力関係」の必要性を訴えています。ここで扱われ
ているテーマは、情報リテラシーの叫ばれる現在こそ読み直す必要のある一冊と思われます。
イタリアのサン・ジョヴァンニ図書館の改修に参加したアンニョリ（Antonella Agnoli, 
1952−）の『知の広場：図書館と自由』（アンニョリ 2012）と『拝啓市長さま、こんな図書
館つくりましょう』（アンニョリ 2014）の２冊も示唆に富んだ図書館経営論として読むこと
ができます。
ジョン・ポールフリー（John Palfrey, 1972−）は、若くしてハーバード・ロースクール
（法学大学院）の図書館長に就任し、10 年間にわたって図書館情報学の文献を渉猟し、世界
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最大の法学図書館の経営にあたりました。一方、2010 年以降アメリカ・デジタル公共図書
館（DPLA）の委員長（館長）として、デジタル分野においても先導的役割を果たしていま
す。しかし、本書『ネット時代の図書館戦略』（ポールフリー 2016）では、既存の図書館を
祝福しつつ愛の鞭を振るうというスタンスで、現在のアメリカ公共図書館の経営改革の方向
性を示唆しています。
3.11. 政策文書・専門雑誌・日米大学図書館会議録資料など	
大学図書館の予算は、学内配分がほとんどを占めるのが一般的ですが、特別会計予算（国
立大学）、私立大学等経常費補助金、私立大学情報教育協会補助金など、何らかの審査を経
て配分される外部資金があります。これらの外部資金（補助金等）はたいていの場合、国の
政策動向に連動しているものなので、国の学術政策、大学政策、学術情報政策、大学図書館
政策等を常に追跡し、対応していかなければなりません。
先に挙げた雨森の情報図書館課時代には、日本学術会議や国立大学図書館協議会等の要望
（ロビー活動を含む）などに同調した形で、「学生図書購入費の増額」、「特別図書購入費の新
設」、「外国コレクション購入経費」等の資料購入費補助施策がありました。事例としては古
いのですが、これら一連の予算増額には、国の政策の動向が関与しているのです。筆者が実
際に経験した事例では、「学術情報システムの開発・運用経費」、「図書館間相互貸借（ILL）
システムの開発・運用経費」、「電子図書館経費」、「データベース開発経費」、「機関リポジト
リ構築経費」等の予算化を巡っては、すべてそれに先立つ審議会や審議会分科会等の建議・
答申・報告・審議のまとめ等の政策文書が出されていました。もちろん、予算化される側も
黙って見ていたわけではなく、そう仕向ける努力をしていたわけですが、大学図書館経営に
あたっては、関連政策に関心を持ち、情報収集に努める必要があるということです。
最も重要なものは、科学技術・学術審議会等の答申や報告等の政策文書です。それらの文
書の片言隻語に敏感に反応し、予算要求等に反映させていくことが求められます。これらに
ついては、拙稿「日本の学術情報流通を考えるために：動向レビュー」（小西 2008）や「学術
情報流通政策と大学図書館：研究文献レビュー」（小西 2011）に少し背景を書いておきました。
じつは岩猿の『大学図書館』（岩猿 1976）には、10 章「大学図書館に関する文献」とし
て懇切な参考文献案内が掲載されています。そこには、『図書館雑誌』『図書館界』などに加
えて、創刊間もない『大学図書館研究』（1972 年 12 月創刊）などの雑誌も挙げられていま
す。大学図書館経営論に関する論文等を掲載した専門誌はその後さらに増加していますが、
近年もっとも注目すべきは「図書館及び図書館情報学における国内外の近年の動向及び解
説・レビューする情報誌」として 1989 年に国会図書館から創刊された季刊誌『カレントア
ウェアネス』と同館のメールマガジン「カレントアウェアネスー E」を連携させて 2006 年
に国会図書館関西館から提供されはじめた『Current Awareness Portal= 図書館に関する情
報ポータル』http://current.ndl.go.jp/ です。大学図書館経営論の関連情報を探す者にとっ
ても有効なサイトです。
異色なのは、岩猿が事務局を務めていた関係もあってか、日米大学図書館会議の関係資料
の『大学図書館の管理運営：第 2 回日米大学図書館会議応募論文集』1972 年刊や『第 2 回
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日米大学図書館会議報告書：70 年代の大学図書館』1984 年刊などが紹介されていることで
す。日米の大学図書館が双方共通する課題を持ち寄り協議しようと発足したこの会議は、第
1 回（1969 年）から第 5 回（1992 年）まで日米交互に開催され、それぞれの回の詳細な会
議録が刊行されています（日米大学図書館会議 1969-1992）。大学経営にまつわる多くの議
論がなされているので、岩猿同様、参考文献として挙げておきたいと思います。
また、加藤好郎の『大学図書館経営論』で言及があるように、古典的経営論や新古典的経
営論の文献（テイラー、ファヨール、マックス・ウェーバー、メイヨー）も大学図書館経営
論を学ぶ上では必読文献になるということです（加藤 2011, p4-8）。
4. 大学図書館経営論～体験的各論
4.1. ミッション（使命）・ドメイン（活動範囲・戦略領域）
大学図書館の経営を考えるとき、何をおいても重要になるのがミッション（使命）の設定
です。使命なき組織は存在することができないと極論されることもあるように、図書館にお
いても何のために図書館を運営していくのかあらかじめ明確にしておくことが求められま
す。日本の大学図書館界で、ミッションや使命が取り沙汰されるようになったのは「大学設
置基準の大綱化」以降ですが、折しも同年にフィリップ・コトラーの翻訳書『非営利組織の
マーケティング政策：自治体・大学・病院・公共機関のための新しい変化対応パラダイム』
（コトラー 1991）が出版されています。大学図書館の使命とミッションステートメントにつ
いて、全国の大学図書館を調査した上田直人（現法政大学図書館）は、筑波大学の修士論文
（上田 2008）の中で、使命の策定とそれを具体的に記述したミッションステートメントを公
表してゆくことの重要性を指摘しています。ミッションステートメントの策定率は、国立大
学が 80% 程度、公立が 60%、私立は 45% 程度だそうです。策定に誰が関与するかでは、
調査への回答のあった国公私 59 校で館長 51、管理職 48 と、圧倒的に館長と図書館上層部
が策定に参加しているとの報告をまとめています（上田 2008）。本学図書館でもほぼ 10 年
前に策定しているのですが、途中で大学の「ブランドステートメント」も変わっていますの
で、それに対応する新たなミッションステートメントの策定が急がれるところです。しか
し、こうした使命は、全職員参加型で作り上げていくことが望ましく、自らの組織の使命を
自らで作っていくところに意義がありそうです。具体例では、後藤敏行の青森学院大学・短
期大学での策定経過が報告されています（後藤 2009）。
ドメインについては、アメリカの巨大鉄道会社の凋落はドメインの定義を失敗したからだ
とするレヴットの有名な論文「近視眼的なマーケティング」（『ハーバード・ビジネス・レ
ビュー』誌，1960）の紹介から始まって、数々の企業のドメイン定義の事例を挙げ、ドメ
インをどう設定するかの重要性を説いた経営学者榊原清則の『企業ドメインの戦略論』（榊
原 1992）は、誰から紹介いただいたかも忘れてしまいましたが、今では、筆者の図書館経
営論の授業の定番となり、愛読書の一冊になっています。大学図書館もあまりドメインを狭
く設定しすぎて、「図書館だからそんなことはできない」「図書館の範囲ではない」などと制
約が多くなり、新しいことにチャレンジができなくなってしまいます。限界を設けず、学生
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や研究者にとって良かれと思えることには、何でも手を出せるという定義が望ましいと思い
ます。ちなみに大学図書館を所管する文科省によると、「大学における学生の学習や大学が
行う高等教育及び学術研究活動全般を支える重要な学術情報基盤」（文科省 2011）とありま
す。実は、調べてみて驚いたのですが、かなり広めに取ってくれていて、これだとさまざま
なことに挑戦できるのではないでしょうか。あとは、個々の大学が、どれだけ自由な発想で
自らのドメインを設定できるかだと思います。
4.2. 組 織
4.2.1. 組織論
図書館での組織形態も、民間企業や行政組織同様、「階層（ピラミッド）型組織」が一般
的ですが、近年は「チーム型組織」を採用するところが増えていると聞きます。10 年前の
ことですが、法人化後の国立大学で「チーム型組織」が検討されていたように記憶していま
す。図書館のような組織では、上意下達の迅速さよりチーム型のフラット感が若い人たちに
歓迎されるようです。司書科目の「図書館制度・経営論」で「組織論」の部分をやるとき
は、勤務校がその映画のロケ地近いという縁もあって、神戸大学の経営学者金井壽宏と知識
科学専攻の田柳恵美子の 2 人による『踊る大捜査線に学ぶ組織論』（金井・田柳 2005）を
参考書に使っています。映画のエピソードを通して、初心者にもよく分かる組織論が展開さ
れています。また、本書のなかでも言及のある点ですが、筆者にとって印象深いのは、映画
の中で故いかりや長介演じる和久指導員が若手の同僚たちに果たしている「メンター」的機
能のことです。図書館界でもそういう制度があるといいのにと思っていましたら、外国の例
ですが、英国図書館員の養成制度として「メンター制度」が導入されていると筑波大学の呑
海沙織が紹介しています（呑海 2007）。一図書館当りの職員数が減少し、昔あった職場の教
育力はすっかり失われてしまいました。迷える新人の相談に乗る職場の先輩はいなくとも、
全国の誰かがその役割を果たせれば良いことです。退職された OBOG も候補になりうるか
もしれません。そのような「メンタ―制度」が日本の図書館界に成立すれば、若手職員が一
人で悩み落ち込こむようなことも少なくなるはずです。
4.2.2. 業務委託の進行
1980 年代に入ってから、わが国でも新自由主義に基づく数々の政策が採られるようにな
り、効率化を図ることによって予算の縮減、職員数の削減が進行しております。特に、強力
な規制緩和政策による「官から民へ」の流れが図書館界にも押し寄せてきているのです。
2003 年の地方自治法の一部改正によって、公の施設の管理運営を民間企業等にも委託可能
な「指定管理者制度」が成立しました。その結果、網羅的調査を行った桑原芳哉によると、
2017 年 11 月の時点で導入自治体が 245、導入図書館数 638 館に達しているそうです（桑
原 2018）。調査対象全体に占める割合は、筆者自身の計算では、自治体では 13.7%、図書
館数では 19.4％に該当します。その傾向は「加速化」しているとのことです。大学図書館
は、そのような法的な民営化促進策の下にはないのですが、私立大学を中心に経営上の理由
から、業務委託が進行しています。「学術情報基盤実態調査」の 2017 年版（2016 年度分統
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計）（文部科学省 2017）によると、図書館業務を「全面委託」している私立大学は 110 校
で、全私大の 9.3% になっています。一部委託は 748 校で、69.5% です。もともと製本や清
掃、警備などは従前から外注していましたので、一部委託の数字が高いことは驚くことでは
ないのですが、全面委託が 10% に達しそうな勢いであることが気がかりです。
業務委託の進行は、開館日数増・開館時間の延長への対応などサービスの向上のためとい
う理由などがよく挙げられますが、実際にはコスト削減が目的であることはよく知られると
ころです。組織体がコスト削減を追及すること自体は当然のことですが、現状の業務委託に
おいては、コスト削減＝受託会社社員の給与圧縮とならざるを得ない点が問題視されるとこ
ろです。受託業者間の競争が激化する中で、それぞれの事業所の所在する都道府県の最低賃
金に限りなく近い水準と言われていますし、割り込んでいるケースもあるとの報告さえあり
ます。委託側にとっても果たして経費の節減効果はあるのかという疑義も出ており、むしろ
高くついているのではないかという分析も現れています（田井 2015）。
本稿で委託の是非を論ずるつもりはありませんが、組織運営に携わってきた経験から言え
ば、短期的なサービス計画は立案することはできても、長期の全体計画を立てることや、長
期的なスパンでの蔵書計画の立案や蔵書維持（保存計画）の面など継続性が求められる業務
には対応できないこと、大学間の図書館ネットワークへの参加や職員育成の難しさなど、業
務委託の限界点が現れています。委託先の社員の図書館員としての能力や技能レベルは高
く、その真摯な仕事ぶりに対してはまったく不満はないのですが、激しい参入業者間の受託
競争は、唯一圧縮可能な社員の給与削減を促し劣悪な労働条件を強いることになり、働く側
のモチベーション維持がひじょうに懸念される状況なのです。サービスを受ける利用者側と
しても、提供する職員側がそのような劣悪な状況に置かれて苦しんでいるのだとしたら、そ
うした犠牲の上に成り立つサービスを平然と受けることができるかという倫理上の問題も出
てきます。こうした業務委託への疑問や批判は、まじめに努力してくださっているスタッフ
に不快感を与えると思われますが、決して働く人への苦情ではなく、このような状況を生じ
てしまっている制度自体に疑問を覚えるのです。根本彰の「……司書が必要だという点につ
いては非正規職員に司書有資格を当てればよいし、貸出しを中心とした定型的業務は委託や
指定管理になじむものであるからだ。利用者から見れば、運営が直営だろうが指定管理者だ
ろうがよいサービスが提供されることが大事であるからだ」（根本 2011, 「7. 量的評価から
の脱却」）とする立場にはにわかに同意できないと思います。なぜなら非正規として働く司
書たちの現状がまったく考慮されていないからです。
4.2.3. 会議の活用
会議や委員会は、「無駄」の代名詞とされ、必要悪とされるのが相場ですが、筆者自身の
人生でもっとも忙しい職場であった文部省学術情報センター（現国立情報学研究所）では、
会議や委員会を事業進捗のためのペースメーカーとしていました。仕事には当然それぞれに
期限があるのですが、何しろ少人数で、抱えきれないほどの仕事をこなさなければならない
のですから、どの仕事も遅れがちになります。そうしたとき、会議や委員会で進捗を報告し
たり問題点を検討したりすることで、軌道修正をしつつ次に進むことができました。当然、
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説明資料や配布資料を作るため全員徹夜が続くのですが、そのことで仕事仲間の結束も強ま
りました。あるとき上司から、内部の会議などに整った資料を用意する必要はない、メモで
も殴り書きでも実質的な討議ができればよいのだから、多忙緩和のためにも会議資料のダイ
エットを図るよう指示されました。もっともな指示ですし、従うのが当然なのですが、内部
だから外部だからと使い分ける器用さがなかったせいか、それ以上にどの場面でも手を抜か
ない資料作りが仕事の品質につながるという自負を持っていたこともあって、引き続きより
完成度の高い資料作りに励みました。当時の筆者たちは、会議を一つこなせば仕事が次のス
テージに進むという感覚でしたし、まさに会議や委員会が事業そのものの進捗をコントロー
ルしてくれていました。筆者自身は、会議や委員会のそうした効用に比較的早くから気づ
き、積極的に活用してきたように思います。また、会議等のたびに議事要旨や議事録を残す
ことは、組織の記録そのものを残すことにつながり、一石二鳥とも考えました。いつの日か
どなたかが学術情報センターや国立情報学研究所の歴史をまとめるときがきたら、当時の予
算書・決算書と各種会議資料さえ残されていれば、かなり詳細に動きを追うことができるの
ではないかと執筆される方々にアドバイスしたいと思います。
各大学図書館でも、全学規模の図書館委員会やその下に置かれた各種小委員会、週次や月
次の事務打ち合わせ等のさまざまな会議があると思いますが、生産性のない無駄な時間など
と否定せず、積極的な活用法を模索するべきだと思います。
4.3. 図書館員
なぜか図書館の仕事は誰でもできるというイメージがあるようです。特にカウンター業務
については、図書の貸出と返却をするだけだから愛想さえよければ誰にでも務まるという偏
見があります11）。しかし、公共図書館ではその実態はともあれ、「図書館法」（1950 年法律
第 118 号）の規定があるように、図書館の業務を担うには「専門的」であることが必要と
定められています。ところが大学図書館の場合は、戦前の学制では「司書官」制度があった
ものの、戦後は「専門職」として制度化するところまでには至りませんでした。その理由等
については、先に挙げた利根川の研究（利根川 2016）などに譲りますが、制度はともかく
大学図書館職員に専門性が求められるのは、ほぼ常識と言ってよいでしょう。そもそも、ど
んな領域の仕事でも、仕事の前提となる知識や技術を持ち合わせずに、その日から勤まると
いうことはないのですから。しかも図書館は、図書・雑誌や論文などの知識・情報を扱う仕
事ですから尚更です。急いで付け加えますが、大学図書館の職務を専門的なものと非専門的
なものに分離する精緻な分析研究（大庭 1999）も進んでおります。こうした分析の上に図
書館員の専門性の証明がなされていくことを望んでいますが、その結果、専門職と非専門職
とに働く人自体が分離されていくのは方向違いのように思います。専門的職務も非専門的職
務も一個体としての図書館員に統一されるべきだと考えているからです。単純作業や雑用を
こなさない人が偉くなったためしはありませんし、世に雑用と言われている仕事にこそ、そ
の仕事の真髄が隠されているのではないかと信じているからです。日本近代文学館の名物司
書だった大久保乙彦は、書庫に返却本を返す作業の奥深さを語っています（大久保 1980）。
図書館員についての議論は夥しくあるので、ここではランガナタンの所説を竹内の要約
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（竹内 2010）に基づいて紹介することにとどめます。ランガナタンは、第 1 章に「17 図書
館員」の節を設け、「何といっても図書館を良くも悪くもするのは図書館員なのですから」
（p68）と語り始めます。ある大学の学長の言葉を引いて「図書館を管理する人は誰でも、
人をみちびくことができなければならない。行政能力とともに、図書館学の学識が必要だ」
としています（p71）。また、「金銭が地位を決定」するので、「図書館員の給与を高く」す
る必要があると待遇面の改善を訴えている部分があります。竹内は、「（ランガナタンの第一
法則には）図書館員とはどういうものかについて図書館管理者を教育する」目的があり、そ
の前提条件として「（1）図書館には図書館として特別な職員が必要なこと、（2）学識ある
職員であるべきこと、（3）専門教育が必要なこと、（4）きちんとした給与を支払うべきこ
と」を示したのです（p77）。ランガナタンが図書館員について述べた部分で特筆すべきは、
「図書館員と読者」についてで、図書館員は「読者が家庭に帰って家族に語るような態度」
で「いつでも一人ひとりのそばにいてくれる存在で、読者を援助してくれる人」でなければ
ならないと「気配り」を説いています（p77-79）。ランガナタンは、具体的で本質を衝いて
いて、90 年後の今も私たちを導いてくれると思います。
4.4. サービス
10 年前に館長に就任した際、筆者の方針として「当たり前のことが当たり前にできる図
書館」にしたいと館員の方々にお願いしました。それでは何も言っていないと同じように聞
こえるかもしれませんが、利用者が「当たり前」と期待していることを実現することは意外
と難しく、細かに見ていくと解決しなければならない課題はやまほど出てくるのです。利用
者対応についても、規則が先に来るのではなく、「あなたが利用者の立場だったとして、そ
ういう応対をされたらどう感じるか」という点を徹底して考えていただきました。利用者に
迎合するなという声も聞こえてきそうですが、誤解を恐れずに言いますと利用者に迎合する
ことが図書館サービスの基本に来るべきだと思っています。若い図書館員だった頃、利用者
のわがままに辟易したこともありましたが、「利用者のわがままに最大限応えていこうとす
るところにサービスの発展がある」のではないかと考えるようになりました。
ここで、ハンセン病の患者で 40 年の歳月をかけて独力で「ハンセン病図書館」をつくっ
た山下道輔の言葉を引用しておきます（山下 2011）。
「図書館を支えるうえで最も大事なことは、利用者の役にたち、喜んでもらいたいとい
う、その「心」ではないでしょうか。それが四〇年間ハンセン病図書館をやってきた私
の実感です」（同書 p.48）
ハンセン病図書館は 2008 年に閉鎖され、国立の立派な資料館に引き継がれていくのです
が、山下自身の気持ちは複雑だったようです。
「あそこに落ち着いたということで、一段落して、よかったなという思いはあるけれど、
収められたあの状態を維持管理するに止まるのではなく、やはり書物を生き物として扱
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うこと、傷つけたり破損したりしたら修復の手当てをして、多くの利用者に読み継がれ
る寿命の長い書籍づくりを心がけること、絶えず資料収集をしていることを基本に、図
書資料室を育てていくことが大事だと思うし、ハンセン病の資料に通じていて価値を知
る人に携わってもらって、国内のハンセン病資料だけでなく、海外の資料も集めておこ
うという意欲を持った後継者が出てくるといいなと思うし、そう受け継ぎが出来る人材
を求めていかなければいけないと思うんだよね。」（同書所収の柴田隆行「ハンセン病療
養所における図書館の役割」より）
おそらく山下は、自分とは図書館サービスへの「思い」が異なる運営がなされていると違
和感を抱いたのでしょう。図書館サービスに携わる者として傾聴すべき声だと考えていま
す。「当たり前」のサービス目標として、貸出冊数と入館者数の増加を置いていくことも変
わらぬ方針となると思います。
4.5. 蔵書（コレクション）
4.5.1. 紙媒体と電子媒体
筆者は、図書館の良し悪しは蔵書（コレクション）で決まると考える「古典派」です。も
ちろん、この蔵書にはデジタルも含まれるわけで、電子ジャーナルや電子書籍、データベー
スの導入に消極的だという意味ではありません。しかし、まだ必要な文献の多くは、紙媒体
でしか存在しないのです。たしかに国立国会図書館のデジタルコレクションの構築は素晴ら
しいことです。著作権の関係で閲覧が限定されるものがあるものの、あの膨大な量のデジタ
ル文献が切り拓いていく未来はひじょうに明るいものだろうと期待を込めて見守っていると
ころです。それでも、一周巡って元の紙媒体の保存に執着し、紙媒体の蔵書をこれまで以上
に大事にしていくべきだと思うようになっています。筆者の「転向」のきっかけは、文化庁
主催の「第 2 回電子書籍の流通と利用の円滑化に関する検討会議」（平成 22 年 12 月 17 日，
文化庁）のヒアリングではないかと思っています。その日は「図書館関係者へのヒアリン
グ」ということで、国会図書館の田中久徳課長（当時）が「国会図書館の取組について」、
当時すでに電子書籍の動向研究分野で第一人者だった湯浅俊彦（現立命館大学教授）が「公
立図書館の取組について」、三番手の筆者は、国立情報学研究所での経験から指名されて
「学術情報の配信について」（小西 2010）、それぞれ発表しました。そのとき筆者は過去 40
年間の大学図書館の電子化の取組を、大学図書館が学術情報流通のためにどれだけ努力して
きたかを話したと思います。話しているうちに電子化は頑張ってきたけれど何か置き去りに
してきてはいないかという思いが頭をよぎりました。発表準備の過程でアメリカのことを調
べていて、デジタル化にも力をいれているけれど、紙媒体の保存にも国家的な取組みがなさ
れていることを知ったからです。日本における保存が心配になってきましたし、デジタル化
の動きは抛っておいても進展していきますが、紙媒体の保存の方は逆方向なので相当大変だ
ろうと思いました。おそらくこの頃から、蔵書（コレクション）を守りたいという筆者のス
タンスが出来たのだろうと思っています。
さらに過去集めた蔵書を公共図書館と同じような感覚で棄てることにも反対しています。
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コンピュータ関係の図書や自然科学書、工学書のなかには時代遅れになった記述や明らかに
間違った記述になってしまうものも出てきます。時代が進む中で意味を持たなくなった資料
や必要部数以上の複本については、棄てることもあるでしょうし、当該図書館の目的に沿わ
ないものも棄てるべきでしょう。また、一冊一冊は価値を持っていてもバラバラで使えるだ
けの「まとまり」を持たない資料についても不用にしてよいと思っています。そうした「蔵
書更新」への対応は当然です。
筆者が考えるデジタル資料の最大の欠陥は、「セレンディピティ（serendipity）＝偶然の
発見」を提供できない点だと思います。ピンポイントの探し物では、デジタルでも良いです
し格段に優れています。しかし、書架の間をぶらついていて偶然見知らぬ本に出会う幸運と
いう、本と人との出会いを演出することは、デジタルには不可能に思われるからです。同様
に、今流行の「自動化書庫」もスペース不足の図書館にとってはまさに福音ですが、このセ
レンディピティという観点に対しては無力です。もっとも筆者が「自動化書庫」を冷ややか
に見ているのは、とても高額で導入できないという「酸っぱい葡萄」のキツネの気持ちに過
ぎないのですが。
4.5.2. 保存スペース
紙媒体を「まとまり」のあるコレクションとして集めていきたい、本は無闇に棄てるべき
ではないと言うと、当然、置き場所はどうするときついお叱りを受けそうです。外部書庫も
目が飛び出るほど経費が掛かりますし、学内は教室や研究室すら不足する状態ですから、蔵
書の置き場所など一分もないのです。今のところ、廊下のスペースを見ても、ここに何連の
書架が建つかと夢想するだけで、生産的なアイデアが思い浮かびません。「セレンディピ
ティ」を確保しつつ「自動化書庫」を入れるという思い付きもあるにはあるのですが、まだ
人に向かって話せるような段階ではありません。今のところ筆者がしなければならないの
は、ラチョフの描くウクライナ民話『てぶくろ』（福音館書店）に出てくるおじいさんの落
とした「手袋」のような変幻自在な空間を作ってくれる建築家を見つけることです（不謹慎
でした！）。筆者が主張したいのは「棄てる前に場所を探そう！」ということです。どこか
の公共図書館では廃校の校舎を活用したそうですし、地価の低廉な地域に共同保存庫を立て
るというような発想も聞いたことがあります。100 年後の図書館員から、21 世紀初頭の図
書館は何故大量に本を廃棄したのか、何故後世に残すための努力をしなかったのかと咎めら
れることを恐れています。デジタルで間に合う部分は当然そうしますが、間に合わない部分
のことを言っているのです。
4.5.3. すべてが揃っている空間～理想の図書館
海外でのサバティカルから戻って来られた先生から、海外図書館の使いよさ、素晴らしさ
を伺いました。それは、選び抜かれた東洋学コレクションのある西海岸の大学図書館です。
日本国内だったら幾つもの図書館を梯子しなければ触れることのできない資料群が一堂に会
しているのですから、その便利さは研究者にとって至福のものでしょう。筆者にも経験があ
るのですが、筆者の専門分野の本と雑誌（この「雑誌も」が重要です）がほとんど揃ってい
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るところがかつては存在しました。国立国会図書館図書館研究所のことですが、1986 年に
開設され 2002 年に惜しまれて閉室しました。この図書館研究所で「カレントアウェアネス」
が編集されていたことを思い出しました（平野 2002）。もしこの部屋で調べものや執筆が出
来たら、どれほど効率的だろうと実感できました。閉室の報を聞いたとき、正直我が国の図
書館情報学研究のメッカが消えたと感じました。
このように一つの部屋に限定された主題の資料がある程度網羅的に揃っているというの
は、筆者が学生時代に所属した専攻科の研究室がそうでした。製本雑誌だけは学部の図書室
か附属図書館の書庫までいかなければなりませんでしたが、筆者たちは、研究室に行くたび
に当該専門分野の膨大な叢書類や研究書、専門辞典に触れることができました。「門前の小
僧習わぬ経を読む」という環境でしたが、実際には読めるようになりませんでした。それで
も 1 万冊弱の専門蔵書による、少なくとも積読の効果がもたらされたに違いありません。
本学では当初から意図したわけではなかったのですが、閲覧スペースがいくつかに区切ら
れていましたので、それを逆手にとって、その周辺に学部ごとの専門資料群の配架を試みる
ことになりました。まだまだ不完全なものですが利用者の利便性は格段に向上したと思われ
ます。
その図書館に行くと、その分野の文献は大抵揃うというのは、図書館利用者なら誰でも憧
れる「理想の図書館」と言ってよいでしょう。そういう資料室を独力で作り上げた図書館員
がいます。秋月俊幸（1933−）は、東京教育大学大学院で日露関係史を研究していました。
その関係史料を求めて渡道し、北海道大学附属図書館に勤務することになります。そこで
は、貴重な北海道関係の史資料がぞんざいに扱われていて散逸の危機に瀕していました。そ
の状態を憂えた秋月は単独で目録作成と資料蒐集に取り掛かります。以来定年退官するまで
の 30 年に及ぶ弛まぬ努力が実を結び、図書館の一郭開設した「北方資料室」は、北海道関
係だけではなく、樺太、千島、シベリアなどの北ユーラシア全域に及ぶ国際的なコレクショ
ンに成長していきました。今日では、世界中の関連分野の研究者が垂涎の的とするユニーク
な図書館になっているのです（秋月 1992；豊田 2003）。じつは筆者自身、12 年勤めていた
北海道大学附属図書館では、秋月の薫陶を受けることがしばしばあり、この北方資料室に全
国から訪れる研究者の方々が、お互いに発見した文献の情報交換などをしている場に何度か
遭遇しました。ちなみに秋月は図書館退官後、大学教員になって専門研究を続け、『日露関
係とサハリン島：幕末明治初年の領土問題』筑摩書房 1994 刊、『日本北辺の探検と地図の
歴史』北海道大学図書刊行会 1999 刊、『千島列島をめぐる日本とロシア』（編著）北海道大
学出版会 2014 刊等の優れた研究成果を挙げています。なれるものなら秋月のような図書館
員になりたいと仰ぎ見ておりました。
4.5.4. 蔵書（コレクション）の目安～文献供給率
総合大学ともなると、専門に特化した蔵書（コレクション）ばかりを作るというわけには
いかないわけです。少なくとも大学を構成する学部や研究科の領域を覆う不足のない蔵書量
を目指す必要があります。本学はこれまでの歴史的な経過もあり、学生一人当たり 50 冊程
度の蔵書水準にとどまっています。全国の大学図書館の統計では平均的なところですが、伝
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統校は軒並み 100 冊を超えていますので、その辺が量的な目安になると思います。もちろ
ん量を満たせば良いというわけではなく、利用者の満足度が得られなければ始まりません。
かつての同僚で、『学術情報システムのもとでの学術図書の収集に関する研究』（気谷
2006）で博士号を取得した故気谷陽子は「学術文献の供給可能率」の研究を進めており、
それらの研究成果は図書館蔵書の構築に活かせるはずだと常々筆者は思っておりました。残
念ながら気谷は研究途上で他界し、直接教えを乞うことも叶わなくなってしまいました。気
谷は、筑波大学で 1999 年度に授与された課程博士の学位論文 169 件の約 16,000 の引用文
献の所在を調査し、その供給率を算出しました。例えば、そのうちの図書 3,212 冊の筑波大
学図書館での所蔵は、人文 74.0%、社会 55.2%、理学 46.7%、工学 62.2%、生命 59.5% で、
全体では 59.2% となるのだそうです。ちなみに雑誌論文の供給率は筑波大学単独で 80.5%
で、学術情報システム（NACSIS-ILL）を利用するとほぼ 100% 提供可能になるそうです
（気谷 2006）。この数字が高いか低いかの判断はにわかにつき難いのですが、博士課程の単
行本の要求を 60% 近くも満たしているのは、筑波大学図書館が「研究図書館」であること
を示していると思われます。本学ではこういう調査をやっていませんので憶測になります
が、学部の卒論作成段階で供給率がその水準に達するかどうか。もっとも学部生の場合は引
用文献が少ないことと、自図書館に無いものを取り寄せまで文献入手にこだわるかという
と、その点には疑問が残ります。とはいえ、少し正確さを欠いた言い方になりますが、学部
生の要求文献の 70% 以上は満たしたいというのが当面の目標になるでしょう。残りの 30%
は他の図書館等との相互協力で補うのです。
4.5.5. 寄贈図書及び個人文庫
蔵書量の少ない本学に、近年優良な個人蔵書の寄贈が相次いでいます。寄贈者は、自己コ
レクションの分割を望まないため、全体を受け入れる本学図書館は寄贈先として望ましいか
らだと思われます。これらの優良な個人蔵書が、本学の蔵書（コレクション）の欠落を補っ
てくれます。大変感謝しております。
有名なコレクターで医師のハンス・スローン卿（1660-1753）の個人コレクションが基に
なって大英博物館図書館が築かれたのはよく知られるエピソードですが、大学図書館にとっ
ても個人蔵書はその蔵書（コレクション）の基礎もしくは中核的存在となっています。「メ
ンガー文庫」や「ギールケ文庫」など名だたる個人コレクションの収集で有名な一橋大学附
属図書館では、コレクション収集の歴史そのものが大学図書館史を形成していると考えられ
ます。『一橋大学附属図書館史』に収録された歴代館長の「思い出」のほとんどが、それら
の個人文庫入手の経緯や苦労話で満ちています（一橋 1975）。また、福井京子の『いま求め
られる図書館員：京都大学教育大学教育学部の 35 年』の「2 文庫編」の中に、学部図書室
内の 10 個の個人文庫の紹介と文庫受入れの経緯が書かれているのですが、場所がないとい
う上司に対して「場所は何とかするものです。それよりこの貴重な資料を今、手に入れてお
かないと、教育学部、いや京都大学全体にとって悔いを残すことになります」（福井 2012）
と言い切っているところが心強いです。
個人収集のコレクションがなぜ注目に値するのか。これは、図書館の一般的な収集と異な
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り、「蒐集」に対する熱意や執念の違いからくるのかもしれません。これは、図書のコレク
ションではなく「映画コレクション」の話ですが、「フィルム・アーカイブ」の分野で活躍
されている高槻真樹に『映画探偵：失われた戦前日本映画を捜して』（高槻 2015）に、絶頂
期には 2 万本の映画を集めたという伝説のコレクターのエピソードが紹介されています。
そのコレクター自身の著作『映画を集めて：これが伝説の杉本五郎だ』からの孫引きです
が、「まずフィルムを集めたいと決心したなら、自分はフィルムを集めるために生きている
のだと思うことが大切です。そのためには他人から馬鹿といわれようが気違いといわれよう
がどこ吹く風と聞き流し、フィルム蒐集は文化的遺産を保護する大事業であると信じ、
……」とあり、常識破りの蒐集方法が披瀝されています。そうした執念と言えば、図書の分
野でも枚挙に暇がありません。阿刀田高の小説『夜の旅人』のモデルとされた粉川忠は、す
べての私財を注ぎ込んで 15 万点に及ぶゲーテ文献を蒐集し、「東京ゲーテ記念館」（東京都
北区）を作りました。会社を退職後図書館通いを始めた近江哲史は、『図書館力をつけよう』
の「私立図書館」の項でこの「東京ゲーテ記念館」の他に、御木本隆三の「ラスキン文庫」
と山形県川西町の井上ひさしの蔵書「遅筆堂文庫」を採り上げて、「一人の人間の執念こそ
が優れたコレクションを生み出すということだ。（略）現在すでに立派な形をなしている多
くの図書館あるいは文庫と称されているもののうち、なにがしかはその芽は最初、ある一人
のささやかな努力によってスタートしていることが多い」（近江 2005，p116）と書いてい
ます。
個人蔵書については、「山口昌男文庫」（4 万冊）や「林達夫文庫」、「川島武宜文庫」など
を所蔵する札幌大学で長らく司書課程の教壇に立たれていた松田潤と長谷部宗吉の二人が、
大学図書館と個人文庫の関係についての興味深い論文（松田・長谷部 2016）を発表してい
ます。大学図書館はどこも「スペースとの戦い」に巻き込まれていますが、その中でこうし
た「個人蔵書」との良好な関係構築が必要になってくるのです。
4.5.6. 選書と蔵書（コレクション）構築
現代の選書論では、選書した結果、蔵書（コレクション）が構築されるというのではな
く、何年後かにはこういう蔵書（コレクション）にするという意図のもとに計画的に選書す
るという立場をとっています。個人の書棚に譬えれば、読みたい本や好みの本を選んでいっ
た結果できる書棚とこういうコレクションにしたいと考えて蒐集した結果できる書棚との違
いということになるでしょうか。図書館の場合、10 年、20 年先を見越して「計画」を立て
ていくことが望ましく、このような計画があってこその「蔵書（コレクション）構築」なの
だと思います。
したがって、蔵書（コレクション）構築を目指す日常の選書には明確な「収書方針」が必
要になってきます。とりわけ、本の価値による選択以上に、どの分野を集めていくかの方針
が重視されるべきです。図書館がどのように本を選んできたかについては、アメリカの図書
選択の歴史を詳細にたどった河合弘志の『アメリカにおける図書選択論の学説史的研究』
（河合 1987）とそれに日本の選書論の歴史を加えた安井一徳の『図書館は本をどう選ぶか』
（安井 2006）がありますので、図書館が本を選ぶという難しい行為を客観的にとらえること
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ができると思います。
筆者自身は、図書館の本を選ぶ際に「まとまり」を意識したいと考えてきました。先に挙
げた日比谷図書館で本の疎開の陣頭指揮に当たった中田邦造に「蒐書と図書群」（中田 1980, 
p125-132）という 1941 年に『日本古書通信』（第 142 号）に発表した論文があります。「読
書指導を行うものは人にあらずして「図書群」である」という考えから図書館の収書におけ
る「図書群」という概念を育ててきた中田ですが、この論文冒頭に「図書を収集するという
ことは、個々の図書で満足することのできない大きな要求を、図書群によって満足させよう
とする努力である。昔から図書を収集した人々の意図したところを吟味してみれば、各人各
様にいろいろの目的があったであろうことは察せられるが、一冊の図書で満たされない目的
を図書の群によって達しようとしたことに変わりなかった。」（中田 1980, p125）と述べ、
「集められた図書の間に内面的な統一を見出して、個々の図書総和以上の価値を生ぜしめる
ことが蒐書の信義」（同 p.126）と「図書群」の持つ意味が語られています。一冊一冊がど
んなに名著であってもそれらがばらばらに集められるのであれば、蔵書（コレクション）と
しての効用を発揮することはできないという意味だと解釈しています。
とはいえ、図書館における選書行為はたいへんな労力を要するもので、方手間でできるも
のではありません。長期的な収書計画の立案を含めて、図書館としての選書の体制を作って
いかない限り、場当たり的な選書が続いていくことになります。長期的な展望に立ち、強力
な蔵書（コレクション）構築の意志を持つ図書館員の配置が望まれます。
4.6. 目録データの作成
4.6.1. 総合目録
優れた蔵書（コレクション）があっても、それらが検索できて実際に利用者の手元に届く
のでなければ「死蔵」ということになります。蔵書に対する検索手段の提供は「目録」とい
う形で、前 3 世紀の古代アレクサンドリア図書館にすでに本格的なものが登場しています。
筆者自身は、1980 年代後半から、「学術雑誌総合目録欧文編」の編集に携わり、「NACSIS-
CAT（ナクシス・キャット）」という全国の「総合目録」を作るためのシステムの開発・運
用に関わってきたことから、目録データを作成するということに強い関心を持ってきまし
た。特に、CiNii Books（サイニィ・ブックス）としてウェブ上で日本全国の大学図書館の
所蔵が確認できる検索システムは、大学図書館員としての夢の実現であり、それらに少しで
も関わることができたことを誇りに思っています。
大学図書館員として現場にいたころ、筆者の仕事の中心にあったのは「資料探索」で、目
録や書誌、索引類を頻繁に利用してきました。そのため、それらのツールを作ってきた先人
たちに常に敬意と感謝の気持ちを持っていました。特に筆者は、特殊コレクションの整理を
担当していて、その当時刊行され始めた『ナショナル・ユニオン・カタログ（全米総合目録）』
という膨大な目録（冊子体の完成時には補遺編を含めて 1000 冊に及びました）を数え切れ
ないほど引き、その偉大な存在から大きな恩恵を受けていました。この目録がどのように作
られたかについては、国会図書館（当時）の土井稔子と枝松栄による論文があります（1974
土井・枝松）。
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複数の図書館の目録を統合したものを「総合目録」と言いますが、日本の総合目録の歴史
を調査した丸山泰通の「日本における「全国総合目録」沿革ノート」（丸山 1978）や志保田
務・北克一の「戦前期における大学等の総合目録・目録規則制定に関する史的考察」（志保
田・北 2003）によると、日本で最初に相互協力のツールとして「合成目録」（総合目録）の
必要性を説いたのは図書館学者の田中敬（田中 1918）とされています。次いで、1923 年に
『外国学術雑誌目録：大正 10 年来現存』という最初の雑誌総合目録が刊行され、1937 年の
大連で開催された「全国図書館大会」で公式の場で初めて「総合目録」が採り上げられま
す。1941 年に竹林熊彦は、東京帝国大学の 500 万冊の蔵書を含む「日本綜合目録」を作成
すべきという壮大な提案をしています。竹林は総額 350 万円を要すると経費予測までして
います。戦後 1948 年の国立国会図書館法成立で「全国書誌」と「全国総合目録」の作成が
規定され、日本の総合目録作成は法的裏付けを持つことになります。国会図書館の総合目録
作成機能を発議したのが姉崎正治ら大学の学者たちだったことは興味深いと思います。なお
丸山らは言及していませんが、戦前から戦後にかけて文部事務官でその後「日本のドキュメ
ンテーションの草分け」とされる馬場重徳が「学術文献行政と学術文献綜合目録」という文
書の中で、学術文献の重複所蔵による支出の無駄を抑えるため、学術文献の所在が分かる
「綜合目録」整備の必要性を説いていることです。この文書は、筑波大学の佐藤隆司らの科
研費による研究で発見されたものです（佐藤 1999）。馬場のような文部行政側が「総合目
録」の重要性を訴えていたこともあり、文部省による『学術雑誌総合目録』の編纂事業や主
題別の専門書の総合目録である『学術図書総合目録』（全 8 冊，1955-1961）の刊行につな
がっていきます。立法府の方に移った国会図書館は、1954 年から全国の 50 館の大学図書
館等から受け入れた洋書のカードを集め始め、1958 年に『新収洋書総合目録』の刊行を開
始し、以降 1990 年（1987 年調査）まで約 30 年間、学術文献の所在情報を提供しました。
この総合目録の作成経緯等については、国会図書館の部内資料も駆使し、丸山が詳述してい
ます（丸山 1978）。筆者の「総合目録」に対する熱い思いが伝わってくる論考です。
その後、学術情報システム構想の一環として、NACSIS-CAT による「総合目録データ
ベース」（CiNii Books）がコンピュータベースで作られることになります。データベース
の形成が正式に始まったのは 1985 年 4 月で、以降 30 数年全国大学図書館等の協力によっ
て巨大な「総合目録」に成長しています。NACSIS-CAT の歴史については、まだまとまっ
たものが出ていませんので、基礎文献も紹介している拙稿（小西 2012）をひと先ずは参考
文献として挙げておきます。
「総合目録」もネットで簡単に検索できるので、あるのが当たり前と受け止められがちで
すが、全国の大学図書館員の弛まぬ努力によって形成されていることを忘れてはなりませ
ん。どこかで走るのを止めてしまえば、消滅してしまうものなのです。近年は、所在情報を
提供すると ILL 等の手間が増えることを嫌って、自大学の全所蔵を入力することを避ける
大学等があると聞き及んでいます。年々その傾向は強まっていくようで、「古典派」の人間
は相互協力思想の希薄化したせいと嘆くばかりですし、現場は職員減でやるべきことがたく
さんあってそれどころではないと言い、システム提供者側は新たな省力的手法を模索されて
いるようです。今後どのようなシステムが登場するにしろ、学術情報の利用者の利便性が増
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す方向で発展してゆくことを望むばかりです。いずれにしても、「総合目録」のような「学
術情報流通基盤整備」については、どこの国でもそうであるように、文部科学省等の国家が
責任を持たなければなりませんし、国立大学図書館協会等の当事者団体もしっかり取り組む
姿勢が求められるのだと思います。
4.6.2. OPACなどの各館目録
「総合目録」の行く末が危ぶまれているとしたら、個別図書館の目録データは大丈夫なの
かということが懸念されます。各大学の OPAC については、蔵書全体の遡及データの整備
が完了しているところもある一方で、過去分や寄贈文庫等のデータには一切着手できていな
いところもあります。本学の場合は、遡及分は完了しているものの、近年受け入れた未整理
の寄贈文庫の目録作成ができておりません。全部入力を完成するには数千万円規模の経費が
必要になってくるでしょう。ですが、OPAC に入力しない限り「死蔵」していることにな
るのですから、緊急の課題として取り組んでゆく必要があります。また、「総合目録」には
重複本でもない限り、全部を報告していくことが、公的存在としての大学の責務として求め
られているのだと思います。
データは誰かが作らなければなりません。出版社や流通業者等の「上流」で作られるデー
タを活用するにしても、コピーするだけだとしても自館のデータを作る必要があります。そ
して、それらを利用するものは作った人に感謝しなければなりません。そうでないと、学術
情報流通の仕組みそのものが成り立たなくなってしまうように思うのです。
5. おわりに
前半の文献レビューの部分が長くなり、本論となるべき「４．大学図書館経営論～体験的
各論」が不十分になってしまいました。「電子ジャーナル・電子書籍への対応」、「機関リポ
ジトリへの取り組み」、「ラーニング・コモンズ」、「相互協力とネットワーク」、「図書館員の
養成」、「施設・設備」等について書いておきたいことがあったのですが、残念ながら割愛せ
ざるを得なくなりました。本論だけに集中して書くべきだったかも知れませんが、それに至
る序論として前半部分が必要だと思いました。実はひそかに目指していたのは、次期館長へ
の引継ぎ資料を書くことでした。しかし、そうなると「ローカルな話題」を中心にせざるを
得なくなりますので、大学図書館経営の外枠の部分を叙述することにしました。結局、誰に
向かって書いているのか想定読者を明確にしないまま書き続けた結果、中途半端に長い文章
になってしまい、編者の先生にご迷惑をかけることになりました。お詫び申し上げます。
偶然歩むことになった図書館人生ですが、一緒に働いてくださった多くの優れた図書館員
の方々や、未熟な筆者を温かく見守ってご指導くださった諸先輩の皆さまのお蔭をもちまし
て、楽しく遣り甲斐をもって送ることができました。お世話になった図書館界に何のお返し
できず、何も遺すことができなかったことが心残りです。かつて図書館情報大学の副学長を
されていた故藤野幸雄（1931-2014）に、上野の図書館職員養成所時代のことや国際文化会
館図書室勤務時代の思い出を綴った『図書館へのこだわり』（藤野 2001）と藤野自身の図書
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館百科とも言うべき『図書館この素晴らしき世界』（藤野 2008）という著書があります。国
立大学図書館協議会総会などで、館長として参加されていた先生の謦咳に触れたことがあり
ますが、先生のお人柄を彷彿させるご本です。この二書を採り上げたのはその内容もさるこ
とながらタイトルが魅力的だったからです。筆者自身もまさに「図書館にこだわり」を持っ
た人生でしたし、「図書館この素晴らしき世界」と思ってきたからです。先生のように表現
できない力不足を嘆くばかりです。
図書館に入ったとき、知識人や学者が図書館を非難することに驚きました。もちろん至ら
ない点は多々あることは認めますし、筆者自身も批判することがあります。同業者として批
判に甘んじて受けなければいけない時もありました。しかし、こうまで悪しざまに言われる
筋合いはないとの怒りが湧いてきて、少しでも図書館を評判の良いものにしたいという気持
ちへと筆者を駆り立てたようにも思います。
図書館のことを称賛してくださる方々もいます。日本中世文学の研究者の小池藤五郎
（1895-1982）という人が『愛書家のつぶやき』の中に「「上野図書館」よどこへ行く」とい
う長文の上野図書館への惜別文があるのですが、この文の最後に「私の知る限りの学者で
「上野」の厄介にならず、研究を充実させた人はない。」（小池 1961）とあって、研究に欠か
せない図書館（あの上野図書館ではありますが）を正当に評価する学者がいてほっとしまし
た。また、自宅の蔵書が 17 万点と言われていて、日頃から学者は本を買って読まなければ
ならないと図書館批判の急先鋒 12）と思われていた書誌学者・国文学者の故谷沢永一が晩年
の『執筆論』の序文で、
「ただし、この間の私が引き籠りを旨として孤立の日を送ったこと、および、世間が混
乱して社会施設のほとんどが機能しなくなっていたこと、不幸なこの時代の強いた条件
のふたつが重なって、図書館を利用する習慣を身につけることができなかったのは、取
り返しのつかぬ生涯の損失であった。それゆえ私の叙述には図書館の利用法という重要
な項目が欠けている。」（谷沢 2006）
と書いていることです。称賛ではないと思うのですが、「敵」からも図書館を認めていただ
いたという気持ちになりました。
余談はさておき、お世話になった図書館界に、生きている限り「応援団」として微力を尽
くすつもりですし、「図書館は永遠に不滅です」でなければいけませんので、前を向いて頑
張っていきましょうというメッセージを贈りたいと思います。
註
1 ） 例えば、「大学図書館の経営：難問に立ち向かうために 2008 年度九州地区大学図書館協議会総
会」（九州女子大学、2008 年 4 月 18 日講演）や「大学図書館、変わらぬ存在意義を索めて：第
50 回（平成 21 年度）中国四国地区大学図書館協議会研究集会報告」（高知大学附属図書館，
2009 年 10 月 22 日講演）など。
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2 ） 和田萬吉については、男沢淳「ある大学図書館長の意見：田中稲城と和田萬吉の場合」，『大学
図書館研究』1, p41-44，1972.12．や「引用・参考文献」中の石山洋『源流から辿る近代図書館：
日本図書館史話』（日外アソシエーツ，2015）などが参考になります。
3 ） 西村竹間が 1892 年に『図書館管理法』（金港動）を出しており、「わが国最初の図書館学書」（石
山 2015）とされているが、「図書館学」という新科学を「図書館管理法」と別途に建設しようと
した点で和田の『図書館学大綱』の方が日本最初の「図書館学書」とするのが妥当と思われます。
4 ） 姉崎正治については、「引用・参考文献」に挙げたもののほかに、水野亮「姉崎図書館長の思
い出」『姉崎正治先生の業績：記念講演集・著作目録』（姉崎正治先生生誕百年記念会，1974.11，
p.63-83）や男澤淳「図書館復興と姉崎館長」，『図書館再建 50 年／東京大学附属図書館編』，同
図書館刊，1978 刊など。
5 ） 柳田國男の「炭燒日記」，『定本柳田國男集；別巻 4』筑摩書房，1971 刊に、中田邦造が頻繁に
訪ねてきて「文庫疎開」の様子を逐一報告していく旨の記述が、昭和 20 年 7 月 15 日、20 日、
24 日、26 日、8 月 19 日、9 月 13 日などの項に見られるます。
6 ） 岸本は 1958 年に米国の病院で余命半年の黒色腫を宣告され、その時を含め何度も手術をし、
壮絶な闘病生活を送っていた。その闘病の自己体験を一流の宗教学者の眼で冷徹に分析し、『死
を見つめる心：ガンとたたかった十年間』（講談社，1964）を著わしています。岳父姉崎正治が
館長だったことも決心に影響を与えているかもしれません。
7 ） 茅総長は、1961 年の千葉市で開催された岩波講演会で、戦後、1 時間の講義に対し 2 時間の自
習と定められているのに、大学図書館には学生の読む本はまったくない。すべて教員の研究室の
飾りになっている。茅はこの状況をかえなければいけないと訴えているのです。石井らの『図書
館の発見』（石井・前川 1973）の中で、茅のこの講演会の「ところが、皆さん図書館に行ってご
らんなさい、あなたがほしいと思う本があったためしが一度でもありますか（笑声、拍手）」（茅
1961）の引用で筆者はずっと茅総長が図書館を蔑視しているに違いないと思い込んでいました。
8 ） 引用・参考文献にある『大学図書館近代化をめざして：東京大学改善記念論集』に、メトカフ、
ブライアントの関連論文も収録されています。
9 ） 当時一番感動した部分は、「図書館は求められれば何でも利用者に貸出さなければなければな
らないのである。市民にとって一つの図書館は全日本の図書館の窓口なのであって、そこから「何
でも」借りられるのである。図書館は草の根を分けても必要な本をさがし出し利用者に提供する。」
（p53-54）です。特に「草の根を分けても」に感動し、勤務先でも実践しようと心掛けていました。
10） ランガナタンは、まさにこの「当たり前に見えること」について、第 1 法則の「基本原理」の
ところで、「学問としての原理はどの分野でも同じで、当たり前と見えることの中にあるのだ」（ラ
ンガナタン 2000）としています。
11） 以前、都立図書館の団塊世代の司書が大量退職する（「2007 年問題」と呼ばれた）にあたって、
都の対策を質問された元都知事は、「図書館作業というものを人を雇ってするような時代じゃな
いんじゃないかな」と記者会見で答えたことがありました。都知事の記者会見記録として当時
Web 上にあったのですが、今は個人ブログ内のみです。
12） 実際、谷沢は 1983 年の日本私立大学協会図書館司書研究会講演「私の図書館への注文」で、
大学図書館批判を展開しています（谷沢 1996）。
引用・参考文献 ＊下記の Web 情報の確認月日は、2018.11.30 現在である．
・秋岡梧郎［著］（1988）『秋岡梧郎著作集：図書館理念と実践の人』，日本図書館協会．付・秋岡日誌．
・秋月俊幸（1992）「〈特別寄稿〉北大北方資料室の今昔」，『北大時報』455，p5-11，1992.2．
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・雨森弘行（2003）「すべての図書館をすべての利用者に：目標達成のための方略を求めて」，『中部
図書館学会誌』44，p1-15，2003.2．
・雨森弘行（2003a）「「国大図協」と共に歩んで：〝温故知新〟への想い：国立大学図書館協議会第
50 回記念総会記念講演」，『国立大学図書館協議会ニュース資料』70，p1-15，2003.11．
・雨森弘行（2011）『想いをかたちに：仲よしの深化を求めて：2011 年度（第 41 回）私立大学図書
館協会中国・四国地区研究集会報告書（抜刷）』私立大学図書館協会中国・四国地区研究会 .
＊講演当日の配布資料．雨森の上記講演記録など論文数篇を収録．
・アンニョリ，アントネッラ（2012）『知の広場：図書館と自由』みすず書房．
・アンニョリ，アントネッラ（2014）『拝啓市長さま、こんな図書館つくりましょう』みすず書房．
・石井敦，前川恒雄共著（1973）『図書館の発見：市民の新しい権利』日本放送出版協会（NHK ブッ
クス）．＊のちに全面改稿版の『新版図書館の発見』2006 刊が出される．
・石山洋（2015）『源流から辿る近代図書館：日本図書館史話』日外アソシエーツ．
・逸村裕，竹内比呂也編（2005）『変わりゆく大学図書館』勁草書房．＊①竹内比呂也「大学図書館
の現状と課題」，②土屋俊「現代日本の大学改革と大学図書館」，③伊藤義人「大学図書館組織論」，
④野末俊比古「大学図書館と情報リテラシー教育」，⑤逸村裕「図書館ポータル」，⑥伊藤真理・
杉田茂樹「メタデータ・データベースの構築」，⑦伊藤真理「メタデータ活用サービス」，⑧尾城
孝一「機関リポジトリ」，⑨斎藤泰則「デジタル・レファレンスの特性と課題」，⑩藏野由美子・
中元誠「電子ジャーナル」，⑪植村八潮「電子図書」，⑫逸村裕「地域連携」，⑬加藤信哉・中元
誠「図書館コンソーシアム」，⑭鈴木正紀「アウトソーシング」，⑮佐藤義則「大学図書館の評価」，
⑯秋山晶則「資料管理」．
・岩猿敏生（1976）『大学図書館』雄山閣出版（日本図書館学講座；第 6 巻）＊［1］日本における
大学図書館の歴史， ［2］大学図書館の管理，［3］大学図書館の職員，［4］大学図書館の予算，［5］
大学図書館の蔵書，｢6｣ 大学図書館の奉仕活動，［7］大学図書館相互協力活動とネットワーク，［8］
大学図書館の評価と基準，［9］大学図書館の建築，［10］大学図書館に関する文献，［付録］大
学図書館設置基準．
・岩猿敏生，大城善盛，浅野次郎共著（1992）『大学図書館の管理と運営』日本図書館協会．＊［1］
岩猿敏生「大学図書館とは何か」， ［2］岩猿敏生「大学図書館の管理」，［3］岩猿敏生「蔵書」，［4］
大城善盛「資料の組織化」，［5］大城善盛「利用者サービス」，｢6｣ 浅野次郎「相互協力とネッ
トワーク」，［7］岩猿敏生「大学図書館の職員」，［8］浅野次郎「大学図書館とコンピュータ」，［9］
浅野次郎「大学図書館の建築」，［10］大城善盛「大学図書館の評価」．
・岩猿敏生［著］；志保田務，大城善盛，河井弘志，中村恵信編（2018）『日本図書館学の奔流：岩猿
敏生著作集』日本図書館研究会．
・上田直人（2008）『大学図書館の使命とミッションステートメント』筑波大学図書館情報メディア
研究科修士論文
・ 大 久 保 乙 彦（1980）「 出 納 の 得： 小 図 書 館 の 幸 福 」，『 図 書 館 と 本 の 周 辺 』No.7，p.28-32，
1980.12．
・大庭一郎（1998）「「大学図書館の業務分析」日本の大学図書館における専門的職務と非専門的職の
分離の試み」，『図書館学会年報』44（1），p32-48，1998.3．
・近江哲史（2005）『図書館力をつけよう：憩いの場を拡げ、学びを深めるために』日外アソシエーツ． 
・オーラルヒストリー研究会編（1998）『『中小都市における公共図書館の運営』の成立とその時代』
日本図書館協会．
・奥泉和久（2000）「『市立図書館と其事業』の成立と展開」，『図書館界』，52（3），2000.9．
https://www.jstage.jst.go.jp/article/toshokankai/52/3/52_KJ00006765872/_pdf/-char/ja
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・奥泉和久編著（2009）『近代日本公共図書館年表：1867～2005』日本図書館協会．
・加藤好郎（2011）『大学図書館経営論』勁草書房．＊［序］経営組織論の基礎，［1］図書館経営論
の基礎知識，［2］図書館経営の基本原則，［3］図書館経営の充実のために，［4］図書館の組織・
運営・管理，［5］図書館経営におけるリスクマネジメントと戦略策定の環境分析，［6］図書館
経営におけるクラスター構成と図書館専門職，［7］大学図書館経営におけるコンソーシアムと
ライフサイクル，［8］図書館経営におけるプライバシー保護，［9］図書館経営における著作権
保護，［10］大学図書館員教育の実際． 
・金井壽宏，田柳恵美子（2005）『踊る大捜査線に学ぶ組織論入門』かんき出版．
・金子豊編著（2011）『大学部局図書館・室の展望とその課題 : 昭和 40 年代後半から 50 年代にみる
東京大学附属図書館の改革をめぐって』金子豊（大学図書館の近代化をめざして・その行方．続）． 
・金髙謙二（2013）『疎開した四〇万冊の図書』幻戯書房．
・茅誠司（1961）「科学技術教育」，『図書』144，p2-12，1961.8．
・河村俊太郎（2016）『東京帝国大学図書館：図書館システムと蔵書・部局・教員』東京大学出版会．
＊著者 1982 年生。 ［第 1 章］大学制度上の東京帝国大学図書館、［第 2 章］文学部心理学
研究図書室、［第 3 章］経済学部図書室、［第 4 章］東京帝国大学附属図書館、［第 5 章］図書館
商議会から見た図書館システム、［第 6 章］大学図書館システムのモデルとその運営の実態。ま
とめ→ p292
・神立春樹（1996）『大学図書館図書資料論』御茶の水書房．
・神立春樹（2005）『大学図書館の在り方を追って：一教員の大学図書館関係』御茶の水書房．
・岸本英夫［著］；金子豊編（2015）『岸本英夫図書館関係著作集：大学図書館のあるべき姿を求めて：
岸本英夫元東京大学附属図書館長 1960-1963 集大成版記録ノート』金子豊（大学図書館の近代
化をめざして・その行方．集大成）．
・気谷陽子（2006）『学術情報システムのもとでの学術図書の収集に関する研究』 筑波大学図書館情
報メディア研究科博士学位論文．
・草地勉（1998）「教材としての「図書館学の五法則」」，『九州女子大学紀要』35（1），p1-8．
＊ https://ci.nii.ac.jp/naid/110005999049
・桑原芳哉（2018）「公立図書館の指定管理者制度の導入状況：近年の動向」，『尚絅大学研究紀要
人文・社会科学編』50，p31-44，2018. ＊ https://www.jstage.jst.go.jp/article/seia/50/0/50_31/_pdf
・後藤敏行（2009）「青森中央学院大学・青森中央短期大学図書館のミッションステートメント」，『専
門図書館』235，p11-14，2009.5．＊ https://core.ac.uk/download/pdf/56643338.pdf
・コトラー，フィリップ；井関利明監訳（1991）『非営利組織のマーケティング戦略：自治体・大学・
病院・公共機関のための新しい変化対応パラダイム』第一法規出版．＊原著第 6 版の翻訳．
・小西和信（2008）「日本の学術情報流通政策を考えるために：動向レビュー」『カレントアウェアネ
ス』296，p20-25，2008.6．＊ http://current.ndl.go.jp/ca1667
・小西和信（2010）「日本における学術情報流通の現況と電子書籍」，『第 2 回電子書籍の流通と円滑
化に関する検討会議』文化庁，2010.12.17．＊ヒアリング席上配布資料 http://www.bunka.
go.jp/seisaku/ bunkashingikai/kondankaito/denshishoseki/02/pdf/shiryo_3.pdf
・小西和信（2011）「学術情報流通政策と大学図書館：研究動向レビュー」『カレントアウェアネス』
310，p20-25，2011.11．＊ http://current.ndl.go.jp/ca1761
・小西和信（2012）「NACSIS-CAT の歴史に学ぶこと : 新たな大学連携を索めて（講演報告）」，『大
学図書館問題研究会誌』35，p19-37，2012.8．
・阪田蓉子（1988）「大学中央図書館における対学生サービスの史的変遷：貸出と開架」，『図書館学
会年報』34（4），p178-184．
49
武蔵野大学教養教育リサーチセンター 紀要 e Basis Vol.9（2019.3）
・阪田蓉子（1989）「大学中央図書館における対学生サービスの史的変遷：貸出と開架；（下）」，『図
書館学会年報』35（1），p18-35．
・佐藤隆司・研究代表者（1999）『戦後日本の学術図書館政策及び図書館学の展開過程：馬場重徳文書
の組織化と分析』図書館情報大学（平成 8 年度～平成 10 年度科学研究費補助金研究成果報告書）．
・佐野友三郎［著］；石井敦編（1981）『佐野友三郎：個人別図書館論選集』日本図書館協会．＊付．
石井敦「解説一．佐野友三郎・人と業績」，［年譜］
・志保田務，北克一（2003）「戦前期における大学等の総合目録・目録規則策定に関する史的考察」，『資
料組織化研究』48，23-28．
・清水正三（1977）『戦争と図書館』白石書店．
・清水正三（1977a）「都立日比谷図書館長中田邦造氏の憶い出」，『図書館と本の周辺』4，p39-42，
1977.7．
・清水正三（1987）「1915（大正 4）年における東京市立図書館の機構改革とその成果について」，『図
書館史研究』4，p23-51，1987.9．
・清水正三（1995）『図書館と生きる：若い図書館員のために』日本図書館協会．
・菅原英一（1991）「W.S. クラークと札幌農学校図書館」，『北の文庫』19
＊「北海道大学機関リポジトリ」 https://www.lib.hokudai.ac.jp/collections/clark/sapp-agr-col-lib/
・田井郁久雄（2005）「貸出サービス論への批判」，『図書館界』56（6），p348-354，2005.3．
＊ https://www.jstage.jst.go.jp/article/toshokankai/56/6/56_KJ00006766573/_pdf/-char/ja
・田井郁久雄（2008～2018）『図書館の基本を求めて；［1］～ 9』岡山：大学教育出版，2008-2018．
＊『風』『三角点』『談論風発』等の雑誌論文記事をまとめて刊行．
・田井郁久雄（2015）「虚像の民営化「ツタヤ図書館」」，『世界』岩波書店，876，p196-205，2015.12．
・田井郁久雄（2018）『前川恒雄と滋賀県立図書館の時代』出版ニュース社．
・高槻真樹（2015）『映画探偵：失われた戦前日本映画を捜して』河出書房新社．
・高鳥正夫（1985）『大学図書館の運営』勁草書房（図書館・情報学シリーズ；7）．＊ ［1］大学図書
館の概念 ,［2］大学図書館における蔵書構成 ,［3］図書館利用者へのサービス ,［4］大学図書
館の管理 ,［5］図書館員の役割 ,［6］大学財政と図書館予算 ,［7］大学図書館の建物と施設 ,［8］
大学図書館の評価 ,［9］大学図書館の相互協力 ,［10］図書館・情報学教育と大学図書館。
・高山正也編（2002）『改訂図書館経営論』樹村房（新・図書館学シリーズ；2）
・田坂憲二（2006）『大学図書館の挑戦』大阪：和泉書院（和泉選書；154）．
・谷沢永一（1996）「私の図書館への注文」，『書誌学的思考：日本近代文学研叢』大阪：和泉書院． 
・谷沢永一（2006）『執筆論：私はこうして本を書いてきた』東洋経済新報社．
・津田純子（1988）「「近代的学術図書館の先駆」（＝ゲッティンゲン大学図書館）成立についての一
考察；（Ⅰ）−（Ⅲ）」,『図書館学会年報』34（1）（2）（4），1988.3−12．
・手戸聖伸（2001）「姉崎正治による東大図書館復興とその背景」，『東京大学宗教学年報．別冊』18，
p1-9，2001.3．＊東京大学学術機関リポジトリ
・土井稔子，枝松栄（1974）「全米総合目録の成立とその背景」，『参考書誌研究』9，p1-29，1974.5．
・東京大学附属図書館編著（1963）『大学図書館の近代化をめざして：東京大学附属図書館改善記念
論集；［第１集］』東京大学附属図書館．＊日本の大学図書館の印象・大学図書館の将来を語る（ダ
グラス・W. ブライアント著）近代大学図書館の在りかた・アメリカ大学図書館のことなど所収．
・東京大学附属図書館（1964）『大学図書館の近代化をめざして：東京大学附属図書館改善記念論集；
第１集（前東京大学附属図書館長岸本英夫教授図書館関係論集）』東京大学附属図書館．
・東條文規（2009）「種田山頭火と図書館」，『短期大学図書館研究』29，p31-40．
・豊田徳子（2003）「記念講演「『北方資料室』と「北大史料」」を聞いて」『大学アーカイヴズ』全国
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・呑海沙織（2007）「《座標》図書館員養成におけるメンター制度」，『図書館界』59（4），2007.11．
＊ http://www.nal-lib.jp/kai/v59/zahyo4.html
・中島幸子（2017）「岩猿敏生先生を偲んで：「図書館学」と「図書館」に捧げられた情熱」，『図書館
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